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土地収用法第16条及び同法第138条第１項において準用する同法第16条の規定}こよ

て、下記により、事業の認定を受けたいので、申請致します。って、
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記

１起業者の名称 長崎県

佐世保市

二級河川川棚)１１水系石木ダム建設工事並びにこれに伴う県道、２事業の種類

町道及び農業用道路付替工事
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３起業地

土
イ

１１

地

収用の部分

ながさきひ試しそのぎ力､わたないしきごうつるどううらのやまっぶきぃわやごう

長崎県東彼杵郡)||棚町石木郷字鶴堂Ｔ字浦ノ山及び字ツブキ、岩屋郷

のいらばらこうぼろこうほろびらはらいがわやつえうらのたにいわやの左え

字野稲原、字）||原、字)||原平、字祓ノ１１、字矢杖、字浦ノ谷、字岩屋ノ前、

いわのうえがんぞうぴらおおひらごんげんぴら鉛おさこひや<どうぽうの主え

字岩ノ上、字勘藏平、字大平、字権現平、字大迫、字百堂、字坊ノ前、

せとの超じりせとのお、すみあびらがらつまいみちうえがらっまいしもはいざこ

字瀬戸ノ尾尻、字瀬戸ノ尾、字角合平、字狩集道上、字狩集、字下這迫、

かみはいさこにたんだおおや主ぐちかみつじしもつじへいる<ぶちかんたびら

字上這迫、字二反田、字大山ロ、字上辻、字下辻、字平六渕対字勘太平、

たるたに なかのこうちこばごうたり力、どささのもとかげのさこ

字ﾀﾉﾚ谷及び字中ノノ||内並び}こ木場郷字タリカド、字笹ノ本、字陰ノ迫、

とびのすにしのさこむかいぱたけしもこぱ

字鳶ノ巣、字西ノ迫、字迎畠及び字下木場地内

’

使用の部分ロ

ながさきひがしそのざかわたないしきごうつるどうつぶきいわやごうはらいがわ

長崎県東彼杵郡)Ⅱ棚町石木郷字鶴堂及び字ツブキ、岩屋郷字祓ノ||、

しもはいさこ おおや主ぐちこぱごうたり方、どささのもと

字下這迫及び字大山ロ並び}こ木場郷字タリカド及び字笹ノ本地内

￣

３



２）漁業権

収用の部分

二級河川川棚)||水系石木ﾉlＩ

イ

ながさきひがしそのぎｉｂｎわたないわやごうのいらばら

上流〔重騨鱒'１$:襲鰯〕
な鋲さきひがしそのぎがわたないわやごうのいらばら

下流〔菫襲:鯛:鰯喜襲〕

から

に至る間

使用の部分

二級河川)１１棚ﾉ||水系石木)|’

ロ已缶

￣

ながさきひがしそのざかわたなこぱごうむかいぱたけ

上流〔菫難鯛llllll:鰯潅〕
ながさきひがしそのぎがわたうb：いわやごうのいらばら

下流〔重騨鱒||;:襲轆］

から

に至る間

￣
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４事業の認定を申請する理由

二級河)||ﾉ||棚)'１水系ﾉ||棚川（以下「)||棚川」という。）は、その源を長崎県東

彼杵郡波佐見町（以下「波佐見町」という。）の桃ノ木峠（標高375ｍ）に発し、

同町の中央部を西に流れ、支ﾉll野々川)||、井石)||、田別当)'1及び金屋川と合流し

て同町の人家連たん地域を貫流する。その後、同町の西部を南下して支川村木)１１、

)||内｣||、長野)||及び志折川と合流し、同郡jIl棚町（以下「)||棚町」という。）に

入り猪乗川及び石木川を合わせた後大村湾に注ぐ、流路延長約19.4ｍ、流域面積

約81.4kiの河)||である。

）||棚川の流域は、地形的に山が迫り流路延長が短かく)||幅も狭いことから、梅

雨期や台風期には過去幾度となく災害を受けている。そのため、築堤や河床掘削、

野々川ダムの建設等様々な治水対策を行ってきたが、平成２年７月２日の梅雨前

線による豪雨により、川棚町全体で床上浸水97戸及び床下浸水287戸の甚大な被

害を受けた。こうしたことから、これまでの治水対策では十分とは言えず、沿川

地域住民の生命や財産及び社会資本の保全を図るためには新たな治水対策が急務

となっている。

一方、)１１棚)11の河)||水は、農業用水として利用されているほか、波佐見町、川

棚町及び同県佐世保市の水道用水として広く利用されているが、渇水期の用水不

足は著しく、水道用水の取水に支障をきたしている状況にある。中でも昭和42年、

昭和49年及び平成６年の渇水被害が甚大であった。

さらに、佐世保市では、安定水源の給水能力が不足しており、毎年節水の呼び

かけを行っている状況にある。特に平成６年の渇水は、翌７年にも影響が及び、

平成６年８月１日から同７年４月２６日まで264日間もの給水制限を実施した｡また、

現在、人口の停滞などが生じているが、今後下水道の普及による生活用水の増加、

ユ
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大口需要や新規計画といった営業用水の増加等も予想される。このように現在で

も不足している水量に加え、将来の水需要の増大に対応するためには川棚)||にお

いて新規水源の開発が急務となっている。

今回事業の認定を申請する事業（以下「本件事業」という。）は、このような

治水及び利水両面に対処するため、基準地点山道橋における基本高水のピーク流

量を1,400㎡/秒とし、上流ダム群により270㎡/秒の調節を行い、同基準地点での

計画高水流量を1,130㎡/秒とする「川棚)||水系河ﾉ||整備基本方針（平成17年11月

策定)」及び「)||棚川水系河川整備計画（平成19年３月策定・同21年３月変更)」

に基づき、ノＩｌ棚川左支)||石木)||の長崎県東彼杵郡)||棚町岩屋郷地内に、洪水調節、

流水の正常な機能の維持及び水道用水の供給を目的とする多目的ダムを長崎県と

佐世保市との共同事業として建設するものであり、土地収用法第３条第２号及び

第１8号に該当する事業である。

本件事業は、堤高55.4ｍ及び堤頂長234.0ｍの重力式コンクリートダムの建設

工事であり、昭和47年度より地質調査等の予備調査を開始以来、平成28年度の完

成を目指し、現在鋭意施行中である。

また、本体事業の施行に伴い県道、町道及び農業用道路が遮断されるため機能

回復を図る必要があることから、これらの施設の付替工事を関連事業として本体

事業と併せて施行するものであり、土地収用法第３条第１号及び第５号に該当す

る事業である。

なお、河川法第79条第２項の規定によるダム建設の実施に関しては、平成21年

３月１１日付けで国土交通大臣（九州地方整備局長）から「石木ダム建設事業全体

計画書（変更)」について支障ない旨の回答を得ており、水道法第１o条第１項の規

定による水道事業の認可（変更）に関しては、佐世保市が昭和51年１月１０日付け

で厚生労働大臣から認可を受けている。

Ｐ
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また、ダム建設工事に関し、河川法第17条及び第６6条に基づく兼用工作物の工

事等の協議については河川管理者長崎県と水道事業者佐世保市において、平成１９

年９月７日付けで基本協定（変更）を締結し、同法第23条、第24条及び第２6条第

１項による水利使用の許可については、佐世保市（佐世保市水道事業管理者）が

平成21年３月18日付けで河川|管理者長崎県から許可を受けている。

これらの事業に必要な土地の面積は、収用の部分と使用の部分を合わせて

535,280㎡、士地所有者及び関係人は460名であり、平成９年11月から用地取得の

協議を開始し、平成21年10月２８日時点までに事業に必要な面積のうち約75％に当

たる403,690㎡、士地所有者及び関係人のうち約43％に当たる199名については円

満に協議が成立しているものである。

起業者としては、今後とも誠意をもって用地取得の協議を重ね、円満に解決す

るよう努めるが、任意による解決が困難な場合には速やかに収用委員会の裁決を

受けられるよう、あらかじめ事業の認定を受け、事業の円滑な進捗を図ろうとす

ゴ

るものである。

７



孑添ミイ寸弓臺Ｆ２２雲Ｉ

添付書類第１号事業計画書（関連事業計画書含む）１

法第４条に規定する士地に関する書類

(1)法第４条に規定する土地に関する調書

(2)法第４条地表示図〔起業地（土地）表示図と併用〕

(3)法第４条に規定する士地の管理者の意見書

照会文（写）８通回答文（写）８通

２

添付書類第２号

添付書類第３号

法令の規定による制限のある士地に関する行政

機関の意見書

照会文（写）２通回答文（写）２通

添付書類第４号
少｡

３

～

関連事業を施行する必要を生じたことを証する

書面

協議文（写）３通回答文（写）３通

添付書類第５号４

事業の施行に関して行政機関の認可等があった

ことを証する書面

（１）河川法第79条第２項による回答文（写）

（２）水道法第10条第１項に基づく認可書（写）

（３）河川法第23条、第24条及び第２6条第１項}（

添付書類第６号５

■

（３）河川法第23条、第24条及び第２6条第１項に基づく許可書（写）

法第15条の14の規定に基づき講じた措置の実施添付書類第７号

状況を記載した書面

６

法第136条第１項に規定する委任関係があった

ことを証する書面

委任状（写）１通

添付書類第８号７

８



８起業地及び事業計画を表示する図面

(1)起業地を表示する図面

イ位置図（縮尺25,000分の1）１葉添付図面第１号

ロ起業地（土地）表示図（縮尺2,500分の1）１葉添付図面第２号

ハ起業地（漁業権）表示図．(縮尺2,500分の1）１葉添付図面第３号

(2)事業計画を表示する図面

イ事業計画表示図

ログム平面図

ハダム上下流面図

ニダム標準断面図

ホ付替道路標準断面図

へ付替道路ルート比較図

〔起業地（士地）表示図と併用〕

(縮尺500分の1）

(縮尺500分の1）

(縮尺300分の1）

(縮尺100分の1）

(縮尺５，０００分の1）

葉
葉
葉
葉
葉

１
１
１
２
１

添付図面第４号

添付図面第５号

添付図面第６号

添付図面第７号

添付図面第８号

ノ

(3)参考図（起業地表示図） (縮尺2,500分の1） １葉

■

９



添付書類第１号

や

二

三富 言鬘 言十 直「亨書二

(関連事業計画書を含む）

凸

￣
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１事業計画の概要

二級何)||)||棚ﾉ||水系川棚)1１（以下「)||棚)１１」という。）は、その源を長崎県東

彼杵郡波佐見町（以下「波佐見町」という。）の桃ノ木峠（標高375ｍ）に発し、

同町の中央部を西に流れ、支)||野々川ﾉIl、井石)I|、田別当ﾉ||及び金屋川と合流し

て同町の人家連たん地域を貫流ずる゜その後、同町の西部を南下して支川村木)||、

)||内)||、長野ﾉll及び志折川と合流し、同郡)11棚町（以下「ﾉll棚町」という。）に

入り猪乗川及び石木)||を合わせた後大村湾に注ぐ、流路延長約19.4km、流域面積

約81.41㎡の河川である。

川棚川の流域は、地形的に山が迫り流路延長が短かくノ||幅も狭いことから、梅

雨期や台風期には過去幾度となく災害を受けている。そのため、築堤や河床掘削、

野々川ダムの建設等様々な治水対策を行ってきたが、平成２年７月２日の梅雨前

線による豪雨により、川棚町全体で床上浸水97戸及び床下浸水287戸の甚大な被

害を受けた。こうしたことから、これまでの治水対策では十分とは言えず、沿川

地域住民の生命や財産及び社会資本の保全を図るためには新たな治水対策が急務

となっている。

一方、ノ11棚川の河川水は、農業用水として利用されているほか、波佐見町、ノll

棚町及び同県佐世保市の水道用水として広く利用されているが、渇水期の用水不

足は著しく、水道用水の取水に支障をきたしている状況にある。中でも昭和42年、

昭和49年及び平成６年の渇水被害が甚大であった。

さらに、佐世保市では、安定水源の給水能力が不足しており、毎年節水の呼び

かけを行っている状況にある。特に平成６年の渇水は、翌７年にも影響が及び、

平成６年８月１日から同７年４月２６日まで264日間もの給水制限を実施した｡また、

現在、人口の停滞などが生じているが、今後下水道の普及による生活用水の増加、

夕

11



大口需要や新規計画といった営業用水の増加等も予想される。このように現在で

も不足している水量に加え、将来の水需要の増大に対応するためには)||棚)Ⅱにお

いて新規水源の開発が急務となっている。

ちなみに、新規水源（40,000㎡／日）については、佐世保市では地形上河川か

らの取水が困難であることから、海水淡水化や地下ダムなど考えられる案の検討

を行い、石木ダムからの取水が最も合理的であると判断している。

川棚ﾉ||の改修は、昭和31年８月の洪水を契機として、昭和33年から河)||改修事

業により河口～波佐見町館橋間の築堤、護岸及び掘削等に着手するとともに、昭

和42年７月の洪水を契機として、昭和43年から野々)１１ダム（）||棚川右支)||野々川

ﾉ||）の建設に着手して昭和47年に完成させた。しかしながら、川棚ﾉ11は全)||にわ

たり現況河道の疎通能力が低いことから、最近の降雨資料をもとに、基準地点山

道橋における基本高水のピーク流量を1,400㎡/秒とし、上流ダム群により270㎡／

秒の調節を行い、同基準地点での計画高水流量を1,130㎡/秒とする「Ⅲ|棚川水系

河川整備基本方針（平成１７年11月）」及び「川棚川水系河)'１整備計画（平成19年

３月）」を策定（｢川棚)||水系河)||整備計画」は平成21年３月変更）したところで

ある。

また、河川法第79条第２項の規定によるダム建設の実施に関しては、平成21年

３月１１日付けで国士交通大臣（九州地方整備局長）から「石木ダム建設事業全体

計画書（変更)」について支障ない旨の回答を得ているものである。

今回申請に係る事業（以下「本件事業」という。）は、上記「ﾉ||棚ﾉ||水系河川

整備基本方針｣、「)11棚川水系河)||整備計画（変更)」及び「石木ダム建設事業全

体計画書（変更)」に基づき、ノ||棚)'|左支)||石木ﾉＩｌの長崎県東彼杵郡川棚町岩屋郷

地内に総貯水容量5,480,000㎡の重力式コンクリートダムを長崎県と佐世保市と

の共同事業（平成19年９月７日付け変更基本協定締結）として建設し、洪水の調

1２



節を行い、流水の正常な機能の維持を図るとともに、新たに最大40,000㎡／日の

水道用水の供給を図ろうとするものである。

本件事業の事業概要及び計画諸元は次のとおりである。

学

■

1３



二百不二夕゛ムラf聿信没工三暮冒三業三根モ要ＦＥ。

剛||水系石木ダム建設工事二級河｣||川

※ダム本体

重力式コンクリートダム

堤高５５．４ｍ

堤頂長２３４．０ｍ

貯水池

湛水面積０．３４k㎡

歪jlllWIN所１７街地

町道川原線付替工事

二＝、 延長２，２４９ｍ

至盤野市

用地取得済区間

延長３２５ｍ

、！

、ノ
台希１７鞍部処理工 ←￣

農業用道路上辻線付替工事

延長１４２ｍ

FE三三ヨ非越流部標高ＥＬ７２．８ｍ

/￣~~~￣－－－~￣￣
i喜野川棚線付程

延長３，１６７ｍ

(起業地延長２，８４２ｍ）
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川棚川水系流域図
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(1)ダム事業計画

イ）洪水調節計画

洪水調節計画は、自然調節方式とし、ダム地点における計画高水流量280㎡/秒．

のうち、220㎡/秒を調節し、６０㎡/秒（最大70㎡/秒）を放流する。これに要する

貯水容量は1,950,000㎡である。
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ロ）流水の正常な機能の維持計画

川棚川は、渇水期の用水不足は著しく、水道用水の取水に支障をきたしている

状況にある。中でも昭和42年、昭和49年及び平成６年の渇水被害が特に甚大であ

った。

したがって、既得用水の補給等、流水の正常な機能の維持を図るために必要な

流量（１月～３月0.090㎡/秒、４月～12月0.120㎡/秒）をダムにより確保する。

これに要する貯水容量は740,000㎡である。

ハ）水道用水計画

佐世保市の水道は、平成18年度現在における給水人口244,104人、１日最大給

水量は99,318㎡／日である。これに対して、既存の安定水源の給水能力は約80,000

㎡／日であり、１日最大給水量としては、約19,000㎡／日もの不足をきたす状況に

ある。このため、毎年節水の呼びかけを行っている状況にある。

また、現在、人口の停滞などが生じているが、今後下水道の普及による生活用

水の増加、大口需要や新規計画といった営業用水の増加等により、平成29年度に

は給水人口233,694人、１日最大給水量は117,300㎡／日になると予想している。

このように、現在でも不足している水量に加え、将来の水需要の増大に対応す

るため、ダムにより40,000㎡/日（給水量38,000㎡/日）の新規水源の開発を行う

ものである。これに要する貯水容量は2,490,000㎡である。

､

=
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佐世保市の水需要と給水計画
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以上、これらの用途のために必要な貯水容量5,180,000㎡を有効貯水量とし、こ

れに流域の状況を考慮して計画堆砂量（１００年）300,000㎡を確保するものである。
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(2)ダム及び貯水池等の計画諸元

イ）本体事業

ダム及び貯水池等の計画諸元は次のとおりである。

①ダム

￣

1９

重力式コンクリートダム

河ノlｌ名 二級河)||ﾉ１１棚ﾉ11水系石木ﾉ１１

位置
左岸目長崎県東彼杵郡ﾉll棚町岩屋郷地内

右岸：長崎県東彼杵郡)'1棚町岩屋郷地内

堤 高 55.4ｍ

堤頂長 234.0ｍ

堤体積 157,000㎡

基礎岩盤標 高 ＥＬ、１８．２ｍ

非越流部標 高 ＥＬ、７２．８ｍ

ダム天端標 高 ＥＬ、７３．６ｍ

ダム天端幅 5.0ｍ

計画 高 水流量 280㎡/秒

計画最大放流量 70㎡/秒（サーチヤージ水位80㎡/秒）

洪水調節流量 220㎡/秒

非常用洪水吐 クレスト自由越流：高さ２．３ｍ×幅12.5ｍ×５門

常用洪水吐 一面ベルマウス型式：高さ2.0ｍ×幅2.4ｍ×２門



②貯水池

③その他

2０

貯水池

集水面積 9.3k1K

湛水面積 0.341mＩ

総貯水容量 5,480,000㎡

有効貯水容量 5,180,000㎡

堆砂容量 300,鯵000㎡

設計洪水位 ＥＬＣ７１．８ｍ

サーチャージ水位 ＥＬ、６９．８ｍ

常時満水位 ＥＬ、６３．３ｍ

最低水位 ＥＬ、４４．２ｍ

鞍部処理工

堤 高 8.9ｍ

堤頂長 １３２．０ｍ

堤体積 24,100㎡

基礎岩盤標 高 ＥＬ、６５．７ｍ

天端標 高 ＥＬ、７４．６ｍ

天端幅 5.0ｍ



貯水池容量曲線図
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ロ）関連事業

本体事業の施行に伴い、県道、町道及び農業用道路の付替工事が生じたもの

で、従来の機能回復を図るため、これらの施設の管理者との協議によって事業

に必要な範囲で本体事業と併せて施行するものであり、その計画概要は次のと

おりである。
や

関連事業計画書

※県道嬉野川棚線の計画延長2,842ｍは、付替全体計画延長3,167ｍの区間のうち、用地
取得済区間を除いた起業地の延長である。

2２

面
示
号

図
表
番

施設の

種類及び

名称

管理者 工事箇所

現況

延長 幅員
構造

型式

計画

延長 幅員
構造

型式

備考

イ

県道嬉野

ﾉＩｌ棚線
長崎県

長崎県東彼

杵郡)||棚町

石木郷、岩

屋郷及び木

場郷地内

2.340ｍ 5.5ｍ

ｱｽﾌ7ルト

ｺﾝｸﾘｰﾄ

iｉｉｌｉ

2.842ｍ 5.5ｍ

ｱｽﾌｧﾙﾄ

ｺﾝｸﾘｰﾄ

儲艦

ロ

町道

)|｜原線
)||棚町

長崎県東彼

杵郡ﾉll棚町

石木郷、岩

屋郷及び木

場郷地内

535ｍ 3.0ｍ

ｺﾝｸﾘｰﾄ

葡監

2.249ｍ 4.0ｍ

ｱｽﾌｧﾙﾄ

ｺﾝｸﾘｰﾄ

ｉｉ猫

ノ、

農業用道路

上辻線
)||棚町

長崎県東彼

杵郡ﾉ||棚町

岩屋郷地内 410ｍ 3.5ｍ

ｺﾝｸﾘｰﾄ

iｉ鑑

142ｍ 3.5ｍ

ｺﾝｸﾘｰﾄ

舗装



２事業の開始及び完成の時期

(1)本体事業

開始

完成

平成９年

平成２９年

時
時

期
期

1１月

３月

の

の

マ

(2)関連事業

平成９年

時
時

期
期

始
成

1１月

３月

開 の

成２９年平完 の

●

２３



３事業に要する経費及びその財源

(1)経費
(単位：百万円）

※上記経費は関連事業費を含む。

(2)財源

イ）支出科目

２４

事業に

要する費用

事業に要する費用の内訳

平成20年度以前 平成２１年度 平成22年度以降

工事費 8，５５９ ６３ ４ 8,492

用地費
及び
補償費

1６，００１ 9，７１６ 2２０ 6,065

その他 3．９４０ 3,444 1５６ 3４０

計 2８，５００ 1３，２２３ 3８０ 1４．８９７

区分

治水事業費

国士交通省 長崎 県

水道事業費

厚生労働省 佐世保市

会計名 社韻轆構識別会計 般会計 般会計 水道事業会計

款 土木費 資本的支出

項 mllll贈ii事紫＃ 河｣||海岸費 ホiliiiif駐ii費 建設改良費

目 iilll齢縣禦捕lIi 河)||開発費 j(iiii漉繍補助 開９期Mi禰業§



ロ）負担区分

ハ）負担割合

､

2５

(単位：百万円）

負担割合 根拠法令

治水事業費 650/1，０００

国士交通省

長崎県

1／２

1／２

河ﾉ||法第62条

水道事業費 350/1,000

厚生労働省

佐世保市

１／３

2／３

水道法第44条

治水事業費 1８，５２５

国士交通省

長崎県

9,262.5

9,262-5

水道事業費 9,975

や

厚生労働省

佐世保市

3,325

6,650

計 2８，５００ 28,500



４事業の施行を必要とする公益上の理由

本件事業は、ノ||棚川総合開発事業の一環として、川棚｣||左支)||石木)||の長崎県

東彼杵郡川棚町岩屋郷地内に洪水調節、流水の正常な機能の維持及び水道用水の

供給を目的とした多目的ダムである石木ダムを建設する事業であり、その事業効

果は以下のとおりである。

(1)本体事業

イ）洪水調節効果

川棚川流域の気候は、対馬暖流の影響を受けるため西海型気候に分類され、年

平均気温17℃程度、１月の平均気温６℃以上と比較的温暖であり、年平均降水量

は2,000mm程度（佐世保測候所）で梅雨や台風の影響を受けるため６月～９月の降

水量が多くなっている。

川棚川の流域は、地形的に山が迫り河)'１の流路延長が短かく川幅も狭いことか

ら、梅雨期や台風期には過去幾度となく災害を受けてきた。主な災害としては、

昭和23年９月、同31年８月、同42年７月及び平成２年７月があるが、近年では平

成２年７月２日の梅雨前線による豪雨により、川棚町全体で床上浸水97戸及び床

下浸水287戸の甚大な被害を受けた（表－１参照)。特に下流域の川棚町役場等の

公共施設や川棚町商店街などがある中心市街地では､堤防を越水したことにより、

水位が人の胸付近まで上がり、家屋は床上まで浸水し、また主要幹線道路である

一般国道205号についても水位が人の膝付近まで上がり、交通機関が麻癖状態に

なるなど、町民の日常生活等に多大な影響を与えた。

2６



表－１被害実績表

●

※出典：ノ11棚)||水系河川整備基本方針・整備計画参考資料治水計画編平成19年３月長崎県策定。

※昭和31年８月２７日の雨量は、川棚中学校による臨時観測。

本件事業が対象としている規模の洪水が発生した場合に、はん濫による浸水が

想定される区域（以下「浸水想定区域」という。）の面積は下流域の川棚町役場

等の公共施設や川棚町商店街などがある中心市街地を中心にl09ha、その区域内

の棟数は1,448棟、人口は1,697人（表－２参照）であり、沿川地域住民は長期間

にわたり危険な状態での生活が強いられている。

２７

発生年月日
水文状況

24時間雨量
)||棚町全体の被害状況

昭和23年９月１１日

(低気圧）
384.2,1,

床上浸水800戸
床下浸水1,200戸

西

①死者11名、橋梁損壊54箇所
②堤防が決壊し、床上・床下の浸水
被害

※宿、栄町、平島、上組が特に被
災を受けた。

③）I|棚)||に架かる橋梁で、ＪＲ橋と山
道橋を除く橋梁は、全て流失した。

昭和31年８月２７日

(停滞前線）
279.5ｍ

床上浸水251戸
床下浸水550戸

①ﾉ１１棚ﾉ||の東部地区で堤防が決壊し、
水田l0haが河原となった。

昭和42年７月９日

(梅雨前線）
222.8mｍ

床上浸水１５戸
床下浸水113戸

①ﾉ１１棚ﾉllの岩立より上流地域では、
各所で堤防が決壊した。特に五反
田では40ｍも決壊し、泥水が流出
し被害が増大した。

②中山地区では、堤防を越流し、ノ１１
と背後地の区別がつかない状況で
あった。

③栄町付近では、江ﾉI|橋の欄干まで、
約50cmまで達している。また、ＪＲ
橋すれすれに増水する危険が生じ
た 、

平成２年７月２日

(梅雨前線）
348.2ｍ

床上浸水９７戸
床下浸水287戸

①栄町、宿では堤防を越流し、
床上浸水となった。特に、
宅街及び栄町商店街では、
付近まで水位が上がった。

下
の
の
れ

床
宿
人
こ

、
住
胸
に

より、国道も膝までつかった。
②中組も越流により、ノ11と背後地の
区別がつかない状況であった。



また、川棚町は、浸水想定区域を表示した「)|I棚)||洪水ハザードマップ」を作

成し、沿川地域住民に配布しているほか、ノ||棚町役場や各地区公民館等で掲示す

るなど、水害発生の危険性について周知を行っている。

表－２浸水想定区域内の状況
や

※長崎県石木ダム建設事務所資料による。

さらに、川棚)I|は「長崎県水防計画（平成21年度)」の中で、洪水により相当

な被害を生ずるおそれがあると認められ、県知事が水防警報を行う河川（県内４

河川を県知事が指定）に位置付けられている。

このような状況から、)||棚)||水系治水対策の一環として、左支川石木ﾉIlの長崎

県東彼杵郡川棚町岩屋郷地内に石木ダムを建設し、貯水容量1,950,000㎡をもって

ダム地点において220㎡/秒の調節を行い、下流の河｣||流量を低減させ、洪水被害

の軽減を図ろうとするものである。

本件事業が完成すれば、)||棚町の中心市街地を洪水から防御し、沿川地域住民

の生命や財産及び社会資本の保全を図ることが可能となるなど、社会的及び経済

的効果は著しく公益性は極めて大なるものである。なお、本件事業による治水効

果は、年平均被害軽減期待額約7.8億円と推計される。

2８

対象洪水 項目 数量

計画規模の洪水

浸水想定区域面積(ha）

浸水想定区域内棟数(棟）

浸水想定区域内人口(人）

1０９

1．４４８

1，６９７



ロ）流水の正常な機能の維持効果

川棚川は、渇水期の用水不足は著しく、水道用水の取水に支障をきたしている

状況にある。中でも昭和42年、昭和49年及び平成６年の渇水被害が甚大であった

（表－３参照)。

このような状況から、既得用水の補給等、流水の正常な機能の維持を図るため

に必要な流量（１月～３月0.090㎡/秒、４月～12月0.120㎡/秒）をダムにより確

保するものである。

本件事業が完成すれば、渇水時においても、既得の農業用水及び水道用水（川

棚町水道用水、佐世保市水道用水）を安定的に供給することが可能となり、また

水生生物の生息・生育環境や河川の景観を保全することも可能となるなど、社会

的及び経済的効果は著しく公益性は極めて大なるものである。

軍

表－３)11棚町の渇水被害実績及び渇水対策の実施状況

※川棚町役場調べによる。

２９

年月 摘要

昭和42年７月 ７月１７日～10月１１日（８７日間）水田40％用水なし、みかんも
打撃受ける

昭和49年１月 １９日間の干ばつ被害

昭和49年８月 23日間の干ばつ被害

昭和59年８月 ｢節水のお願い」チラシ配布

農業用水の５割を水道水として使用
毎日700㎡の水不足、２割の節水要請

平成６年８月 ｢給水制限」のお知らせ配布

工場・事務所へ節水協力依頼
実施直前の降雨により解除

平成17年６月 ｢節水のお願い」チラシ配布

工場・事務所へ節水協力依頼



ハ）水道用水効果

佐世保市の水道は、平成18年度現在における給水人口244,104人、１日最大給水

量は99,318㎡/日である。これに対して、既存の安定水源の給水能力は約80,000㎡

/日であり、１日最大給水量としては、約19,000㎡／日もの不足をきたす状況にあ

る。このため、不安定水源からの取水も合わせて給水を行っているが、昭和53年、

同57年、同59年から同61年まで、同63年、平成元年、同５年から同11年まで、同１５

年から同１７年まで及び同19年から同20年までの過去の渇水時に渇水調整や地域住

民への節水の呼びかけを行うなど、頻繁に渇水対策が強いられてきた。特に平成

６年の渇水は、翌７年にも影響が及び、その中でも南部水系では平成６年８月１

日から同７年４月26日まで264日間もの給水制限を実施（表－４参照）し、一般家

庭のほか、無床病院、乳児園・保育園・幼稚園、小学校・中学校・高等学校、老

人福祉施設や大型工場等も給水制限が実施されるなど、市民の日常生活及び経済

活動に多大な影響を与えた。

また、現在、人口の停滞などが生じているが、今後下水道の普及による生活用

水の増加、大口需要や新規計画といった営業用水の増加等により、平成29年度に

は給水人口233,694人、１日最大給水量は117,300㎡／日になると予想している。

このように、現在でも不足している水量に加え、将来の水需要の増大に対応す

るため、ダムにより４０，０００㎡／日（給水量38,000㎡／日）の新規水源の開発を行う

ものである。

本件事業が完成すれば、佐世保市においては日量４０，０００㎡（0.463㎡/秒を山道

橋地点において取水）の安定水源が確保され、民生の安定に寄与するなど、社会

的及び経済的効果は著しく公益性は極めて大なるものである。

３０



表－４渇水対策の実施状況（昭和50年度以降）

￣

３１

年月日 給水制限内容
貯水率

(％）

昭和53年６月１日
６月７日

６月１１日

24時間断水を実施
43時間断水を実施

給水制限を解除

９
３
０

●
●
●

６
１
６

２
２
８

昭和57年６月30日
７月11日

や

７月13日から24時間断水の給水制限を予定

給水制限予定中止（201mmの降雨）

6１．５

昭和59年３月19日
４月５日

４月２０日から給水制限を予定
給水制限予定中止（65ｍの降雨）

4４．１

昭和60年２月８日

２月１９日

３月４日から給水制限を予定

給水制限予定中止（91ｍの降雨）
4１．５

昭和60年８月26日
９月２日

節水ＰＲ
警戒体制解除（115ｍの降雨）

5６．７

昭和61年９月１６日
９月１９日

10月１１日から給水制限を予定
給水制限予定中止（142ｍの降雨）

5０．６

昭和63年２月22日

３月１４日

節水ＰＲ
警戒体制解除（68mmの降雨）

5０．３

平成元年１月10日
１月２１日

１月２３日から24時間断水の給水制限を予定

給水制限予定中止（142ｍの降雨）
3５．９

平成５年２月１６日
３月２５日

節水ＰＲ
警戒体制解除（186ｍの降雨）

4８．１

平成６年８月１日
８月７日

８月24日

８月２６日

９月１５日

平成７年３月６日
４月２６日

14時間断水を実施
18時間断水を実施
43時間断水を実施
20時間断水に緩和
18時間断水に緩和

減圧給水方式に緩和

給水制限解除

２
０
３
４
１
４
７

●
■
●
●
●
●
●

９
３
５
３
８
１
６

５
５
３
３
２
４
６

平成７年12月20日
平成８年４月20日

節水ＰＲ
警戒体制解除

6７．８

７９．３

平成９年11月７日
11月２２日

節水ＰＲ
警戒体制解除

7５．１

８２．５

平成10年９月10日
１０月１９日

節水ＰＲ
警戒体制解除

7９．１

８９．６



※佐世保市水道局調べによる。

3２

年月日 給水制限内容
貯水率

(％）

平成11年１月５日
１月７日

１月１１日

３月１３日

３月２６日

４月５日

渇水対策会議
節水ＰＲ
渇水対策本部設置

節水ＰＲ解除（３月14日：２５mm、３月18日：２５mｍ
３月25日：１１ｍの降雨）
渇水対策本部解散

、

０
４
５
２
０
９

●
●
●
●
●

●

５
３
０
３
７
７

６
６
６
５
６
７

平成15年１０月22日

11月１０日

渇水対策会議（このまま雨が降らなければ、１２月
初めには貯水量が50％と予測）
警戒体制解除（11月２日：２５，，１１月５日：６１mm
11月10日：22,1mの降雨）

、

３
７

●
●

２
６

８
８

平成16年８月１６日

８月３０日

渇水対策検討（梅雨明け後の降雨、２３ｍ）（この
まま雨が降らなければ、９月後半には貯水量が5０
％と予測）
警戒解除（８月１７日：３３mm、８月１８日：２０，，，８
月２３日：３７mm、８月29日，３０日：149mmの降雨）

8４．５

9６．０

平成17年６月２０日
６月２１日

６月２２日

６月２７日

７月１日

７月２日

７月９日

７月１２日

渇水対策会議
水道局、佐世保市ホームページで節水のお願いを
公開

広報ＰＲ
渇水対策本部設置

第一次（減圧）給水制限実施
第一次（減圧）給水制限解除
渇水対策本部解散

５
６
９
３
５
８
０
０

●
●

●
●
●
●
●
●

９
８
７
４
２
２
３
６

６
６
６
６
６
６
８
９

平成19年11月５日
11月６日

11月１５日

11月２３日

11月２７日

12月３日

12月８日

12月１５日

渇水対策会議
広報ＰＲ（チラシ、ＴＶ、ラジオ等）
水道局渇水対策本部設置
第一次減圧作業開始（市民プール閉鎖）
佐世保市渇水対策本部設置
長崎県渇水対策本部設置
時間給水制限の当面延期決定
第二次減圧作業開始

４
１
８
９
８
４
２
７

●
●
●
●
●
●
●
●

５
５
０
６
５
４
４
４

６
６
６
５
５
５
５
５

平成20年１月16日
２月１３日

４月３０日

第一回人工降雨実験実施
第二回人工降雨実験実施
渇水対策本部解散

６
４
１

●
●
●

１
６
５

６
６
９



二）環境に与える影響

本件事業は、「環境影響評価の実施について」（昭和59年閣議決定)、「環境影響

評価法」（平成９年法律第81号）及び「長崎県環境影響評価条例」（平成11年長崎

県条例第27号）（以下「条例アセス」という。）に定める対象事業の要件には該当

しないが、起業者としては、本件事業の事業規模が大きいことから、平成５年８

月から任意で実施していた環境に係る調査・検討を基に新たな知見を加えたとこ

ろで、条例アセスに基づいて実施することとし、工事中においては大気汚染、騒

音、振動、低周波音、水質汚濁、水象、動物、植物、生態系、景観、人と自然と

の触れ合い活動の場、歴史的文化的環境、廃棄物等を、また施設等の存在及び供

用においては水質汚濁、動物、植物、生態系、景観、人と自然との触れ合い活動

の場、歴史的文化的環境を調査、予測及び評価の項目に選定し検討を行った｡

調査及び予測により、影響を受けると考えられる場合の環境保全措置を検討し

た結果、事業の実施による環境への影響は、実行可能な範囲内でできる限り回避

又は低減され、必要に応じその他の方法により環境の保全についての配慮が可能

であると評価した。なお、予測の不確実性の程度の大きい項目について、環境保

全措置を講じる場合、又は効果に係る知見が不十分な環境保全措置を講じる場合

においては、環境の変化が著しいものとなるおそれがあるときは工事中及びダム

完成後に環境の状況を把握するための事後調査を予定している。

また、本件事業地内には、文化財保護法（昭和25年法律第214号）に基づく周知

の埋蔵文化財は存在しないことを確認しており、施工中において遺跡等が確認さ

れた場合は、長崎県教育委員会との協議により記録保存等の措置を講じることと

しているため、本件事業の施行により周知の埋蔵文化財包蔵地に与える影響は軽

微であると予測される。

さらに、本件事業の早期完成を求める声は強く、佐世保市、川棚町、石木ダム

■
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建設促進佐世保市民の会等からは、早期整備促進を強く要望されている。また、

長崎県は、石木ダムの建設を「長崎県長期総合計画後期５か年計画（平成17年

８月策定)」の中で重点プロジェクトとして掲げ、推進しているところである。

以上のとおり、本件事業は、洪水調節、流水の正常な機能の維持及び水道用水

の供給を目的とする治水及び利水両面にわたり大きな役割を果たす多目的ダムの

建設工事であり、事業によって発生する効果は多大で、その公益性は極めて大な

るものである。

(2)関連事業

本体事業の施行に伴い、県道、町道及び農業用道路が遮断される。これらの施

設は地域住民の日常生活上及び農業経営上必要不可欠なものであり、遮断したま

ま放置し、機能を停止させることは許されないものである。したがって、これら

の施設の機能維持のため関連事業として、本体事業と併せて施行するもので、そ

の公益性は大なるものである。

3４



５収用又は使用の別を明らかにした事業に必要な土地等の面積、数量等の概数並び

にこれらを必要とする理由

(1)事業に必要な士地の面積

イ収用の部分
､

１３２３８０ ７１７０ ３２０110

1０３０ ２６２０３０８７０ ５３０

５４００ １１０８０ ７０５１１０

４５９８０１０４２２０ 8５９０ ６３０６８１０

２２１０６９０

１０ ５０

２９４８０ ’7301300 １３０９００

1３０４０３４０ ２００0６０

９００ ３０

８０６８０ ５１０４０ １３９０３８０８４０１９９４０

ロ使用の部分

２２０ 110５７０

２２０ １１０0６０

3５

単位
本体事業

ﾀﾞﾑ本欄 肝ホ他

関連事業

Ii（ｉｉ l(「ｉｉ 鳥瓢鵡
計

宅地 ㎡ 2,260 2６，９４０ 370 29,570

田 ㎡ 1，１１０ 1３２，３８０ 7，１７０ 320 140,980

畑 ㎡ 950 30,870 １，０３０ 2,620 530 36,000

雑種地 ㎡ 5，１１０ 5,400 11,080 7０ 21,660

山林 ㎡ 6,810 1０４，２２０ 58,590 45,980 630 216,230

■

墓地
２

ｎ】 690 2,210 2,900

ため池 ㎡ 1０ 5０ 6０

道路 ㎡ 900 2９，４８０ 1，７３０ 1，３００ 1３０ 33,540

河ノ|’ ㎡ 2.060 40,340 1３０ 200 42,730

水路 ㎡ 5０ 8,990 900 250 3０ 10,220

計 ㎡ 19,940 380,840 80,680 ５１，０４０ １，３９０ 533,890

単位
本体事業

ﾀﾞﾑﾎ卿 ＩＦホ、

関連事業

Rｉｉ lＴｉｉｉ 農期灘
計

畑 ㎡ 250 250

山林 ㎡ 570 220 110 900

墓地 ㎡ 210 210

道路
２

１， 3０ 3０

計 ㎡ 1,060 220 110 1,390



(2)収用又は使用しようとする権利の種類、内容及び権利の数量等

イ収用の部分

ロ使用の部分

(3)起業地内にある主な物件の数量

3６

種類 権利の内容 権利の数量 備考

漁業権
内水面第五種

共同漁業権

や

１ あゆ、こい、ふな、はや、うなぎ

種類 権利の内容 権利の数量 備考

漁業権
内水面第五種

共同漁業権
１ あゆ、こい、ふな、はや、うなぎ

単位 数量 備考

建物

一円 6７ うち移転済54戸



(4)これらを必要とする理由

イ）士地

貯水池のサーチヤージ水位の標高は69.8ｍであり、これは220㎡/秒の洪水調節

を行うために必要な容量を確保し、併せて流水の正常な機能の維持及び水道用水

に必要な容量を確保するための最小限のものである。したがって、貯水池用地に

ついては、満水時における風波浪等の影響を考慮して河)Ⅱ管理施設等構造令に定

める堤体の非越流部の標高72.8ｍ以下の士地を必要とするものである。

ダム本体用地については、事業計画の概要で述べた堤高55.4ｍ及び堤頂長234.0

ｍの重力式コンクリートダム並びに堤高8.9ｍ及び堤頂長132.0ｍの鞍部処理工を

築造するために、また関連事業の用地については、県道、町道及び農業用道路を

付け替えるために必要な最小限のものである。

なお<使用する士地については、鞍部処理工の設置工事、付替県道及び付替町

道の橋台及び擁壁設置工事の床掘のために工事期間中一時的に必要な最小限のも

のである。

｡

ロ）漁業権

本件事業に必要な起業地内に設定されている漁業権は、ダム本体部については

収用を、また貯水池については使用（永久的）を必要とするものである。

ハ）物件

物件は、起業地内に存在し、士地を事業の用に供するため起業地外に移転を要

する主なものである。
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６起業地等を当該事業に用いることが相当であり、又は土地等の適正かつ合理的な
●

利用に寄与することになる理由

(1)本体事業

本件事業は、川棚)||総合開発事業の一環として、)||棚川左支)'１石木)||の長崎県

東彼杵郡川棚町岩屋郷地内に洪水調節、流水の正常な機能の維持及び水道用水の

供給を目的とした石木ダムを建設するものであり、これらの諸目的を達成するた

めの起業地（ダムサイト位置）は、次のとおり比較検討のうえ選定したものであ

る。

まず、石木ダムのダムサイトを｣||棚)||水系のどの位置に建設するかであるが、

①雨水の集水区域が多いこと、②川棚町市街地に対する地域防災的な役割が高い

こと、③利水受益地である佐世保市に近いこと等を条件に考慮すると、）||棚)||水

系石木川が妥当であると判断した。

次に、川棚)||水系石木ﾉ１１でのダムサイトの候補地であるが、①貯水に必要なダ

ム高を確保できるよう両岸が十分高いこと、②ダム堤頂長を短くするために両岸

の山が近接していること、③ダムの背後に貯水量を十分確保できること等を条件

に次の３案を候補地として選定した。

第１案（上流サイト）…石木川と岩屋川の合流点

第２案（中流サイト）…石木川と岩屋ﾉ||の合流点から下流約200ｍ地点

第３案（下流サイト）…石木川と岩屋川の合流点から下流約400ｍ地点

イ）

ロ）

ハ）

そして、地表踏査及びボーリング等の調査に基づき、これら３案について比較

検討のうえ、次の理由により第３案（下流サイト）を石木ダムのダムサイト位置

と決定した。

3８



-頁￣￣

イ）第１案（上流サイト）

本案は、支障家屋が３案中最も少なくなるという点はあるものの、次のような

不利な点があり採用できない。

①ダムの規模が３案中最も大きくなり、施工性に劣る。

②貯水効率が３案中最も劣る。

③事業費が３案中最も高額となる。

ロ）第２案（中流サイト）

本案は、支障家屋が第３案に比べ少なくなるという点はあるものの、次のよう

な不利な点があり採用できない。

①ダムの規模が第３案に比べ大きくなり、施工性に劣る。

②貯水効率が第３案に比べ劣る。

③事業費が第３案に比べ高額となる。

ハ）第３案（下流サイト：申請案）

本案は、支障家屋が３案中最も多くなるという点はあるものの、次のような利

点があり３案中最も優れた案である。

①ダムの規模が３案中最も小さくなり、施工性に優れる。なお、左岸側に鞍部

処理工が必要となるが、簡易な施工が可能である。

②貯水効率が３案中最も優れる。

③事業費が３案中最も廉価となる。

3９



以上、３候補地について比較検討（別添「ダムサイト候補地点比較表」及び「ダ

ムサイト候補地点比較図」参照）した結果、第３案（下流サイト）をダムサイト

の位置とすることが社会的、技術的及び経済的に最良であると判断した。

､

４０



ダムサイト候補地点比較表

、緩(頃斜面で由O･活

喝｣△の為 ＤｒＪ－－辰

政の2牙山岩及

墾岩の岳ぞｌ角礫岩Vｂ ﾜﾌｲＥ 氷ｌダム軸の左右岸斜雨

、－体に堅岩の安山岩ｌ岩が分布する。 の基盤差

聖岩の要山栄 床の－ﾓｮ」 難〕匿水'畦の土、胃で閉

田〒フ1（ｙＷ１ａ

;e1tlうき刀口年０

－４１

■ﾛ■

第２案（中

左岸側が斜度20°程
り、幅広の谷となっ

頂長が必要となる。

流サイト）

度の緩傾斜面であ
ているため、長い堤

地質概要

ﾑｪﾆ庁:'十'1ユ捺局か1つ１ｍ｣木Iこ刀ﾕけて」に山角礫

岩Vbが分布し、その下位標高に堅岩の安
山岩An3が分布する。また、左右岸の高
位標高にも堅岩の安山岩An5が分布す
る。さらに、貯水池の基盤岩分布は、ほ
とんどが難透水』性の地質である。

左岸の局位標高～中`立標高にかけて火山

角礫岩Vbが分布し、その低位標高～河床
～右岸の高位標高の－体に堅岩の安山岩
An3が分布する。また、河床の一部に火
山角礫岩Vbが分布する。さらに、貯水池
の基盤岩分布は、ほとんどが難透水性の
地質である。

複数の安山岩及び火山角礫岩からなり、
ダム軸の左右岸斜面では浅い部分より堅
岩が分布する。また、貯水池の基盤岩分
布は、ほとんどが難透水'性の地質であ
る ｡

項目 第１案（上流サイト）

地形概要

幅広の谷に位置し、長い堤頂長が必要と
なる。また、左岸側がやせ尾根となる。

第３案（下流サイト：申請案） 備考

直上流の幅広の谷に比べダムサイト付近
が狭窄部を形成している。

検
討
項
目

ダムの型式

堤 高

堤頂長

堤体積
Ｆ－－￣

集水面積

総貯水容量

貯水効率

補償面積

付替道路
Ｆ－－￣

支障家屋

総事業費

重力式コンクリートダム

50-3ｍ

350ｍ

305,000㎡

9.0]述

5,480,000㎡

1８．０

０．４k】ｉ

7.81ｍ

62戸

396億円

重力式コンノ'リートダム

４５．３ｍ

38(、

258.（00㎡

9.1]㎡

5,480,000㎡

2１２

0． ｲhｉ

7.2ｍ

65；
一

コ

358億円

重力式コンクリートダム

55.4ｍ

234ｍ

157,000㎡

9-3Ｍ

5,480,000㎡

3４．９

0.41㎡

6.4ｈｌ

67戸

285億円

貯水効率＝総貯水容量／堤体積

総合評価

支障家屋が３案中最も少なくなるという
点はあるが、

①ダムの規模が３案中最も大きくなり、
施工性に劣る。②貯水効率が３案中最も
劣る。③事業費が３案中最も高額とな
る ◎

以上のとおり、不利な点が多く、社会
的、技術的及び経済的に見て合理的な計
画とは言えない。

支障家屋が第３案にjこく少なくなるとい
う点はあるが、

①ダムの規模が第３霊に比べ大きくな
り、施工性に劣る。Ｏ貯水効率が第３案
に比べ劣る。③事業罰が第３案に比べ高
額となる。

以上のとおり、不利ｵ点が多く、社会
的、技術的及び経済dに見て合理的な計
画とは言えない。

支障家屋が３案中最も多くなるという点
はあるが、

①ダムの規模が３案中最も小さくなり、
施工性に優れる。なお、左岸側に鞍部処
理工（堤頂長132ｍ、堤体積24,100㎡）
が必要となるが、簡易な施工が可能であ
る。②貯水効率が３案中最も優れる。③
事業費が３案中最も廉価となる。

以上のとおり、利点が多く、社会的、技
術的及び経済的に見て最も合理的な計画
である。

判定 不採用 不採目 採用
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路線比慰検討一覧表

比較案
第１案検討項目

イ）県道嬉野川棚線付替工事

道路規格：第３種第４級、設計速度：３０ｍ/時、幅員：
ロ）町道川原線付替工事

道路規格：第３種第５級、設計速度：２０ｍ/時、幅員：
ハ）農業用道路上辻線付替工事

設計速度：２０ｍ[/時、幅員：３．５ｍ（現況幅員）

１Ｃ現況幅員

設計条件
Dｒ ０ｍ＋路肩０－５，，

本業は、現県道の位置を極力維持するため、ダム
本体部及び貯水池の右岸側に県道嬉野川棚線を～
また対岸の左岸側に町道川原線及び農業用道路上
辻線を付け替える案である。

’
ロ
■
二
－
－
－
１
〃
・
ノ
、
四
Ｆ
■
フ
ー
ー
ノ
ヨ
、
〃

本
野
貯
橋
道
の

Ｅは、トンネル区間が生じないよう、県道嬉
||棚線のうち下流側の区間はダム本体部及び
k池の左岸側に、上流側の区間は貯水池上を
健により渡河して右岸側に付け替え、また町
|l原線及び農業用道路上辻線については県道
↑岸側に付け替える案である。

本案は、トンネル区間及び貯水池上の長大橋が生
じないよう、ダム本体部及び貯水池の左岸側に県
道嬉野川棚線及び農業用道路上辻線を、また対岸
の右岸側に町道川原線を付け替える案である。

計画概要

支障家屋支障家屋 なしなし なし 地
林
地
池

宅
田
畑
種
め

山
雑
た

２
ｍ
２
ｍ
２
ｍ
２
ｍ
２
ｍ
２
ｍ

１，３７０

８，０９０

2,810

75,020

３，６１０

４０

地
林
地
池
路

田
畑
種
め

宅
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雑
た
水

ｚ
ｍ
ｚ
ｍ
２
ｍ
２
ｍ
２
ｍ
２
ｍ
２
ｍ

２
ｍ
２
ｍ
２
ｍ
２
ｍ
２
ｍ
２
ｍ
Ｚ
ｍ

地
林
地
池
路

田
畑
種
め

宅
山
雑
た
水

９４０

８，１５０

3,400

94,780

12,760

５０

０

８８０

７，５４０

３，６３０

１００，０４０

１２，７７０

５０

０

社
項 会

的
目

用地面積

㎡120,080㎡

５，８４０、

計計 124,910 長
ン

延
切
盛
橋
卜

５，６２８ｍ

2７２，８７０ｍ
３

３

５２，０１０ｍ

７１７ｍ

４９０、

ン
長延
切
盛
橋
卜

延
門
他
収
一
事
偲
一
繍
伽
忽
纏
鰯

長

ｍ
３
ｍ
３
ｍ
ｍ
ｍ

８
０
０
０
０

Ｆ
Ｄ
（
ｂ
（
ひ
イ
Ｌ

Ｆ
ｂ
ｏ
』
〈
ｂ
４
（

Ｆ
Ｄ
Ｒ
）
ｑ
）

ワ
】
ｑ
〉

←
ｂ

、
士量

士量

梁エ

ネノレェ皿 ］ ］酎證ｉｌｌＩＩｌＪ
蹟及び補儲：嚢'百万円Ｉ

量
量
工

士
士
梁
ネ

技術的
項目 工事内容

ﾉレエ

事業費

工事費

用地費及び補償費

(百万円）６，４２２

５，９３１

４９１

5,152（百万円）

４号:：］

事業費

工事費

用地費及び補償費

経済性

［ ］〔
・本案によると、用地面積が少なくなるという点は
あるが、

①支障となる宅地面積が多くなり、士地利用に与
える影響が大きい。

②トンネル区間が生じ施工性に劣る。
③事業費が高額となる。

以上のとおり、不利な点が多く、社会的、技術的
及び経済的に見て合理的な計画とは言えない．

・本案によると、用地面積が多くなるという点はあ
るが、

①支障となる宅地面積が少なくなり、土地利用に

与える影響が小さい。

②トンネル及び長大橋がなく施工性に優れる。

③事業費が廉価となる。

以上のとおり、利点が多く、社会的、技術的及び
;1塁落餉1戸目〒旱&､今輻ｆｌｈﾃﾞｰ二両示券ス
Ｊ－シd－－．－－－－－ケし～～グーナーニム0.-－勺戸U戸－－－｡'◎

採用

量となる宅地面積が多くなり、土地利用に与

)影響が大きい。

§橋区間（貯水池）が生じ施工性に劣る。

皀費が高額となる。

)とおり、不利な点が多く、社会的、技術的
§溶的に貝〒合理帥か計両しば二言ナバ,、---－－－－ｒ,--ｸﾞP－－云－５汐---：一一二三－6‐-ﾏ-－－￣￣

不採用

総 合 評価

不採用
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(2)関連事業

関連事業として施行する県道、町道及び農業用道路の付替工事は、本体事業の

施行に伴い県道、町道及び農業用道路が遮断されるため、これらの施設の機能維

持について、事業に必要な範囲で付け替えを行うものである。

ルートの選定に当たっては、考えられる３案について社会的、技術的及び経済

的諸条件等を比較検討（別添「路線比較検討一覧表」及び「添付図面第８号：付

替道路ルート比較図」参照）した結果、３案中最も、支障となる宅地面積が少な

いうえ、構造物の延長が短く施工性に優れ、事業費が廉価となるルート（ダム本

体部及び貯水池の左岸側に県道及び農業用道路、また右岸側に町道を付け替える

ルート）である第３案に決定した。

以上のとおり、起業地を本件事業に用いることは、土地の適正かつ合理的な利
ロ

用に寄与するものである。
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添付書類第２号

や

法第４条に規定する土地に関する調書
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面
示
号

図
表
番

県、郡、市、区、町村、

大字及び字の名称

現に供している

事業（施設）

の種類

供している

土地の

面積等

１

長崎県東彼杵郡jIl棚町石

木郷字鶴堂及び字浦ノ山

地内

町道

(鶴堂矢杖線）

8６ ㎡ ﾉ１１棚町

２

長崎県東彼杵郡ﾉll棚町岩

屋郷字川原地内 _電話線 1６ 1，

西日本

電信電話

株式会社

３ 同上 県道

（嬉野)'１棚線）

1５
２

I、 長崎県

４

長崎県東彼杵郡）||棚町岩

屋郷字)I|原、字｣||原平、

字瀬戸ノ尾尻、字狩集及

び字二反田並びに木場郷

字タリカド、字笹ノ本、

字鳶ノ巣及び字迎畠地内

電話 線

（電柱２７本）

1,619 ｎｌ 西日本

電信電話

株式会社

５

長崎県東彼杵郡)I|棚町岩

屋郷字)||原、字ﾉＩｌ原平、

字狩集及び字二反田並び

に木場郷字タリカド、字

笹ノ本及び字鳶ノ巣地内

配電線

（電柱２９本）

1,589 、1 九州電力

株式会社

６

長崎県東彼杵郡ﾉll棚町岩

屋郷宇野稲原及び字ﾉ||原

地内

配水管

（口径３００ｍ）

()11原取水地含む）

314 、ユ ﾉｌｌ棚町

７

長崎県東彼杵郡)||棚町岩

屋郷字ﾉ||原、字)||原平、

字瀬戸ノ尾尻、字角合平、

字下這迫、字二反田及び

字上辻並びに木場郷字タ

リカド、字笹ノ本、字鳶

ノ巣、字西ノ迫、字迎畠

及び字下木場地内

県道

(嬉野ノ'１棚線）
9,707

２

、 長崎県



4７

面
示
号

図
表
番

県、郡、市、区、町村、

大字及び字の名称

現に供している

事業（施設）

の種類

供している

土地の

面積等

備考

管理者
意見書

の有無

８

長崎県東彼杵郡)||棚町石

木郷字鶴堂並びに岩屋郷

宇野稲原、字祓)||、字矢

杖及び字浦ノ谷地内

町道

(鶴堂矢杖線）
1，８５４ ㎡ )|｜棚町 有

９

長崎県東彼杵郡)||棚町岩

屋郷宇矢杖地内

や

消防用施設

(消防防災無線ｼｽﾃﾑ）

１ 箇所 )１１棚町 有

1０

長崎県東彼杵郡)||棚町岩

屋郷字瀬戸ノ尾尻地内 配電線

（電柱１本）

1５１ 、1 九州電力

株式会社

有

1１ 同上 電話線 5０ ｎｌ

西日本

電信電話

株式会社

有

1２

長崎県東彼杵郡)||棚町岩

屋郷字矢杖及び字浦ノ谷

地内

町道

（岩屋大平線）

827 ㎡ 川棚町 有

1３．

長崎県東彼杵郡川棚町岩

屋郷字浦ノ谷及び字岩屋

ノ前地内

町道

（岩屋大平線）

157 ㎡ )|｜棚町 有

1４ 同上 配電線 2２ 1， 九州電力

株式会社

有

1５

長崎県東彼杵郡）||棚町岩

屋郷字岩屋ノ前地内 配電線

（電柱２本）

8５ 1， 九州電力

株式会社

有

1６ 同上 電話線 8７ r、

西日本

電信電話

株式会社

有

1７

長崎県東彼杵郡)||棚町岩

屋郷字矢杖、字岩屋ノ前、

字大平、字大迫、字百堂

及び字坊ノ前地内

普通河）|’

（岩屋)|｜）
8,555 ㎡ )|｜棚町 有



4８

面
示
号

図
表
番

県、郡、市、区、町村、

大字及び字の名称

現に供している

事業（施設）

の 種類

供している

士地一の

面積等

備考

管理者
意見書

の有無

1８

長崎県東彼杵郡ﾉ11棚町岩

屋郷字勘藏平及び字大平

地内

電話線 5２ 、、

西日本

電信電話

株式会社

有

1９ 同上 配電線

（電柱１本）

6４ rｎ 九州電力

株式会社

有

2０

長崎県東彼杵郡)I|棚町岩

屋郷字大平地内 農業用道路

(大平１号線）

258 ㎡ )１１棚町 有

2１ 同上 消防用施設

(消防防災無線ｼｽﾃﾑ）

１ 箇所 )|｜棚町 有

2２

長崎県東彼杵郡ﾉ||棚町岩

屋郷字矢杖、字岩屋ノ前、

字大平、字権現平、字大

迫、字百堂及び字瀬戸ノ

尾尻地内

町道

（岩屋線）

4,215 ㎡ )I｜棚町 有

2３

長崎県東彼杵郡｣I|棚町岩

屋郷字矢杖、字岩屋ノ前、

字岩ノ上、字勘藏平、字

大平、字権現平、字大迫、

字百堂、字坊ノ前及び字

瀬戸ノ尾尻地内

電話線

（電柱３本）

842 、1 西日本

電信電話

株式会社

有

2４

長崎県東彼杵郡川棚町岩

屋郷字ﾉ||原、字ﾉ||原平、

字矢杖、字岩屋ノ前、字

岩ノ上、字勘藏平、字大

平、字権現平、字大迫、

字百堂、字坊ノ前及び字

瀬戸ノ尾尻地内

配電線

（電柱１５本）

858 I、 九州電力

株式会社

有

2５

長崎県東彼杵郡)||棚町岩

屋郷字瀬戸ノ尾尻、字角

合平及び字狩集地内

配電線

（電柱２本）

1１７ 1， 九州電力

株式会社

有



4９

面
示
号

図
表
番

県、郡、市、区、町村、

大字及び字の名称

現に供している

事業（施設）

の種類

供している

土地の

面積等

備考

管理者
意見書

の有無

2６

長崎県東彼杵郡川棚町岩

屋郷字)||原、字)||原平、

字角合平、字狩集道上及

び字狩集地内

町道

（川原線）
1,434 ㎡ ﾉｌｌ棚町 有

2７

長崎県東彼杵郡jlI棚町岩

屋郷字角合平及び字狩集

地内

℃

電話線 4９ 、ユ

西日本

電信電話

株式会社

有

2８

長崎県東彼杵郡)||棚町岩

屋郷字二反田及び字上辻

地内

電話線 １３６ I、

西日本

電信電話

株式会社

有

2９ 同上 配電線

（電柱３本）

１３３ ､ａ 九州電力

株式会社

有

3０

長崎県東彼杵郡)||棚町岩

屋郷字上這迫地内 農業用道路

（上辻線）

5５ ㎡ )１１棚町 有

3１

長崎県東彼杵郡)||棚町岩

屋郷字下這迫及び字上這

迫地内

農業用道路

（上辻線）

775 ㎡ )１１棚町 有

3２

長崎県東彼杵郡)||棚町岩

屋郷字上辻及び字下辻地

内

農業用道路

（上辻線）

1６１ ㎡ )'１棚町 有

3３

長崎県東彼杵郡)11棚町岩

屋郷字上辻地内 農業用道路

（上辻線）

3０ ㎡ ﾉｌＩ棚町 有

3４

長崎県東彼杵郡ﾉｌｌ棚町岩

屋郷字二反田、字上辻及

び字平六洲並びに木場郷

字タリカド地内

電話線

（電柱３本）
253 rｎ

西日本

電信電話

株式会社

有

3５

長崎県東彼杵郡川棚町岩

屋郷字上辻及び字平六洲

並びに木場郷字タリカド

地内

配電線

（電柱３本）

、
■
●
□
●
●
●
ｐ
■
●
●
●
●
●
ｂ
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
■
■
●
■
●
巳
●
●
●
●
■

２５２ 九州電力

株式会社
有



5０

面
示
号

図
表
番

県、郡、市、区、町村、

大字及び字の名称

現に供している

事業（施設）

の種．類

供している

士地の

面積等

備考

管理者
意見書

の有無

3６

長崎県東彼杵郡ﾉ１１棚町岩

屋郷字上辻、字勘太平、

字ﾀﾉﾚ谷及び字中ノノ||内

地内

普通河ノ|｜

（中ノノ'１内)I|）
3，７３４ ㎡ ﾉ'１棚町 有

３７

長崎県東彼杵郡)||棚町岩

屋郷字中ノノｌ|内地内

や

配電線 ７ rｎ 九州電力

株式会社

有

3８ 同上 電話線 ７ ｎｌ

西日本

電信電話

株式会社

有

3９

長崎県東彼杵郡)||棚町岩

屋郷字上辻及び字平六渕

地内

町道

（中ノノI｜内線）

１，１２９ ㎡ ﾉ１１棚町 有

4０

長崎県東彼杵郡ﾉll棚町木

場郷字迎畠地内 配電線

（電柱１本）

‐４７ ｎユ 九洲|電力

株式会社

有

4１ 同上 配電線 1９ 、□ 九州電力

株式会社

有

4２ 同上 電話線

（電柱２本）

5９ 、ユ

西日本

電信電話

株式会社

有

4３

長崎県東彼杵郡川棚町木

場郷字下木場地内 配電線 ８ 、ユ 九州電力

株式会社

有

4４ 同上 配電線 1３ 、1 九州電力

株式会社

有

4５ 同上 県道

（嬉野ノ|｜棚線）

8９ ㎡ 長崎県 有



●

ロ

5１

面
示
号

図
表
番

県、郡、市、区、町村、

大字及び字の名称

現に供している

事業（施設）

の種類

供している

土地の

面積等

備考

管理者
意見書

の有無

4６

長崎県東彼杵郡)I|棚町木

場郷字笹ノ本、字鳶ノ巣

及び字迎畠地内

電話線 4３ 、1

西日本

電信電話

株式会社

有

4７

長崎県東彼杵郡ﾉＩｌ棚町木

場郷字迎畠地内 電話線 2４ I、

西日本

電信電話

株式会社

有

､４８ 同上 電話線 ９ 、ユ

西日本

電信電話

株式会社

有

4９

長崎県東彼杵郡）||棚町木

場郷字下木場地内 電話線 1３ rｎ

西日本

電信電話

株式会社

有

5０

長崎県東彼杵郡ﾉ11棚町岩

屋郷字瀬戸ノ尾尻地内 消防詰所 2９ ㎡ ﾉ|｜棚町 有



添付書類第３号

や

法第４条に規定する土地の管理者の意見書

照会文（写）

回答文（写）

通
通

８
８

ご

▲

／



２１河第３１４号

平成２１年エ０月１４日

道路管理者長崎県

上記代表者］蔓崎県知事金千原二郎様

や

長崎県長崎市江戸町２番１３号

長崎県

上記代表者長崎県知事金子原二H１

起業者

(mllllゼ鰯）

Ｌ
・
・
仏

長崎県佐世保市八幡町１番１０号

佐世保市

上記代表者佐世保市長朝長月Ｉ

起業者

(j(騨鯆）

長則男

上記代理人長崎県長崎市'江戸町２番１３号

長崎県知事金子“原二郎

ゴ

士地収用法第18条第２項第４号の規定に基づく意見について（照会）

長崎県及び佐世保市力$施行する二級河ﾉ!|川棚川水系石木ダム建設工事並びにこ

に伴う県道、町道及び農業用道路付替工事のために必要な土地について、士地れに伴う県道、町道及び農業用道路付替工事のために必要な土地について、士地

収用法第:16条の規定により事業の認定を申請するに当たり、起業地内に存する貴

職管理に係る別記調書記載の土地を起業地に編入することについて、同法第18条

第２項第型号の規定に基づく意,見を承りたく照会します。

２



記

ｊ）

面
示
号

図
表
番

県、郡、市、区、町村、

大字及び字の名称

現に供している

事業（施設）

の種類

供している

土地の

面積等

備考

３

長崎県東彼杵郡川棚町岩

屋郷字｣||原地内 ▼ 県道

(嬉野川棚線）

1５ ㎡

７

長崎県東彼杵郡川棚町岩

屋郷字)||原、字)I|原平、

字瀬戸ノ尾尻、字角合平、

字下這迫、字二反田及び

字上辻並びに木場郷字タ

リカド、字笹ノ本、字鳶

ノ巣、字西ノ迫、字迎畠

及び字下木場地内

県道

（嬉野ノ|｜棚線）
９，７０７ ㎡

4５

長崎県東彼杵郡)||棚町木

場郷字下木場地内 県道

（嬉野)|｜棚線）

8９ ㎡ ざ



juiii鎗第２６３号

平成21年/明ｚ０日

長崎県長崎市江戸町２番１３号

長崎県

上記代表者長崎県知事金子原二郎様

起業者

(illll髄者〉

長崎県佐世保市八幡町１番１ｏ号

佐世保市

上記代表者佐世保市長朝長則男様

起業者

(ホii事瀦）

長崎県長崎市江戸町２番１３号

長崎県知事金子原二郎様

上記代理人

道路管理者長崎県一

上記代表者長崎県知事金子原二良

費艤篝

土地収用法第18条第２項第４号の規定に基づく意見について(回答）

平成又Ｉ年１０月１ｹ日付け２|河第３杵号で照会のあったこのことについて、下記の

とおり回答いたします。

記

【意見】当該土地の起業地編入については支障ありません。

坐



２１河第３１４号

平成２１年１０月１４日

道路管理者）11棚､丁

上記代表者川棚町長竹村一義様

午

上記代表者長崎県…子原二郎鱗
長崎県佐世保…､番鵬

起業者

(ｍ１ｌｌゼ鰯）

起業者

(ポ鶴舗）

上記代理人長崎県長崎市江戸町２番１３号

長崎県知事金子原二郎

ｂ
Ｌ
Ｊ
・
口
Ｉ
Ｄ
Ｊ
Ｊ
ｑ
Ｄ
■
Ｕ
Ｐ
０
Ｌ
２
■
』
も
Ｏ
ｔ
Ｏ
０

土地収用法第18条第２項第４号の規定に基づく意見について（照会）

長崎県及び佐世保市ｶﾐ施行する二級河jlUll棚)11水系石木ダム建設工事並びにこ

れに伴う県道、町道及び農業用道路付替工事のために必要な土地について、土地

収用法第16条の規定により事業の認定を申請するに当たり、起業地内に存する貴

職管理に係る別記調書記載の土地を起業地に編入することについて、同法第18条

第２項第４号の規定に基づく意見を承りたく照会します。

』



記

６

面
示
号

図
表
番

県、郡、市、区、町村、

大字及び字の名称

現に供している

事業（施設）

の種類

供している

土地の

面積等

備考

１

長崎県東彼杵郡ﾉｌｌ棚町石

木郷字鶴堂及び字浦ノ山

地内

町道

（鶴堂矢杖線）

8６ ㎡

８

長崎県東彼杵郡ﾉ||棚町石

木郷字鶴堂並びに岩屋郷

宇野稲原、字祓ﾉ||、字矢

杖及び字浦ノ谷地内

町道

（鶴堂矢杖線）
1.854 ㎡

1２

長崎県東彼杵郡)||棚町岩

屋郷字矢杖及び字浦ノ谷

地内

町道

（岩屋大平線）

827 ㎡

1３

長崎県東彼杵郡)I|棚町岩

屋郷字浦ノ谷及び字岩屋

ノ前地内

町道

（岩屋大平線）

1５７ ㎡

■

2２

長崎県東彼杵郡)||棚町岩

屋郷字矢杖、字岩屋ノ前、

字大平、字権現平、字大

迫、字百堂及び字瀬戸ノ

尾尻地内

町道

（岩屋線）

4,215 ㎡

2６

長崎県東彼杵郡ﾉＩｌ棚町岩

屋郷字川原、字ﾉ||原平、

字角合平、字狩集道上及

ぴ字狩集地内

町道

（ノ|｜原線）
1，４３４ ㎡

3９

長崎県東彼杵郡)11棚町岩

屋郷字上辻及び字平六洲

地内

町道

（中ノノ|｜内線）

1，１２９ ㎡



lJi乏竺iijl》／

-y71lj逹第”`号

平成ｙ年'・月崎日

長崎県長崎市江戸町２番１３号

長崎県

上記代表者長崎県知事金子原二郎様

起業者

(lillllゼ嚇）

長崎県佐世保市八幡町１番１０号

佐世保市

上記代表者佐世保市長朝長則男様

起業者

(】l(ii輔者）

上記代理人長崎県長崎市江戸町２番１３号

長崎県知事金子原二郎様

道路管理者川棚町

上記代表者川棚町長竹鮓露
土地収用法第18条第２項第４号の規定に基づく意見について(回答）

平成γ年'･月'粕付けy河第３ﾉ髪号で照会のあったこのことについて、下記の
Ｂ

とおり回答いたします。

記

【意見】当該土地の起業地編入については支障ありません。

７



２１河第３１４号

平成２１年１０月１４日

普通河川管理者ノ１１棚町

上記代表者川棚町長竹村一義様

Ｐ

起業者

(、)!|骨理者）

長崎県長崎市江戸町２番１３号

長崎県

上記代表者長崎県知事金子原二郎

ｂ

長崎県佐世保市八幡町１番１０号

佐世保市

上記代表者佐世保市長朝長則男

起業者

(ポ騏鯆）

上記代理人長崎県長j廣市江戸町２番１３号
■U

長崎県知事金子原二郎

土地収用法第18条第２項第４号の規定に基づく意見について（照会）
Ｐ

長崎県及び佐世保市が施行する二級河川ﾉ11棚ﾉ１１水系右木ダム建設工事並びにこ

に伴う県道、町道及び農業用道路付替工事のために必要放土地について､土地れに伴う県道、町道及び農業用道路付替工事のために必要液土地について､土地

収用法第16条の規定により事業の認定を申請するに当たり、起業地内に存する貴

職管理に係る別記調書記載の土地を起業地に編入することについて、同法第'8条

第２項第４号の規定に基づく意見を承りたく照会します。

グ



記

▲

ソ

面
示
号

図
表
番

県、郡、市、区、町村、

大字及び字の名称

現に供している

事業（施設）

の種類

供している

±地の

面積等

備考

1７

長崎県東彼杵郡)１１棚町岩

屋郷字矢杖寸字岩屋ノ前、

字大平、字大迫、字百堂

及び字坊ノ前地内

普通河ノ|｜

（岩屋ノ１１）
8，５５５ ㎡

3６

長崎県東彼杵郡)11棚町岩

屋郷字上辻、字勘太平、

字ダル谷及び字中ノノ||内

地内

普通河ノ|｜

（中ノノ|｜内ノ|｜）
3.734 ㎡



１１i雪iｙ

γ''健第ｸｱｱ号

平成V年'･月'`日

長崎県長崎市江戸町２番１３号

長崎県

上記代表者長崎県知事金子原二郎様

起業者

(iillllゼ鰯）

起業者

(メ鱒瀦）

長崎県佐世保市八幡町１番１０号

佐世保市

上記代表者佐世保市長朝長則男様

上記代理人長崎県長崎市江戸町２番１３号

長崎県知事金子原二郎様

普通河川管理者）Ⅲ棚町

上記代表者川棚町…鰯
▽

士地収用法第18条第２項第４号の規定に基づく意見について(回答）

平成Ｙ年'０月'係日付けＷＴ第傘'ﾁ号で照会のあったこのことについて、下記の

とおり回答いたします。

記

【意見】当該士地の起業地編入については支障ありません。

／ク



２１河第３１４号

平成２１年１０月１４日

農業用道路管理者川棚町

上記代表者)'1棚町長竹村一義様

い

長崎県長崎市江戸町２番１３号

上記代表者長崎県知事金子原一郎蕊
試Ｌｗ９（｡､3.･伝･霊…`塩.ａ_ず,い、

起業者

(何M細オ）

起業者

(繩事瀦）

長崎県佐世保市八幡町－１番１０号

佐世保市

上記代表者佐世保市長朝長則 男

ロニイ０句ぐざＣＬＣ二○‐』‐４二

・・〉・一一・一・炉》一》一》一一一一一』》欝一
》〉〔蕊》轤一鯛
。》・一．》》》一一一一》》》’一一一》一一》》》》》一一一》》》》

上記代理人長崎県長崎市柏ご戸町２

長崎県知事金子

番１３号

原二郎

土地収用法第18条第２項第４号の規定に基づく意見について（照会）

長崎県及び佐世保市が施行する二級河ﾉ１１ﾉ１１棚川水系石木ダム建設工事並びにこ

れに伴う県道、町道及び農業用道踏付替工事のために必要な±地について、土地

･収用法第'6条の規定により事業の認定を申請するに当たり、起業地内に存する貴

職管理に係る別記調書記載の±地を起業地に編入することについて、同法第'8条

第２項第４号の規定に基づく意見を承りたく照会します。

～夕

/／



記

/ユ

面
示
号

図
表
番

県、郡、市、区、町村、

大字及び字の名称

現に供している

事業（施設）

の種類

供している

士地の

面積等

備考

2０

長崎県東彼杵郡ﾉ'１棚町岩

屋郷字大平地内 ▽ 農業用道路

(大平１号線）

258 ㎡

3０

長崎県東彼杵郡)||棚町岩

屋郷字上這迫地内 農業用道路

（上辻線）

5５
2

1,

3１

長崎県東彼杵郡)||棚町岩

屋郷字下這迫及び字上這

迫地内

農業用道路

（上辻線）

775 ㎡

3２

長崎県東彼杵郡)||棚町岩

屋郷字上辻及び字下辻地

内

農業用道路

（上辻線）

1６１ ㎡

3３

長崎県東彼杵郡)11棚町岩

屋郷字上辻地内 農業用道路

（上辻線）

3０
２

I、



鱒懸｜
＜_ノン『

２１川産技第軋７８号

平成２１年１０月２０日

長崎県長崎市江戸町２番１３号

長崎県

上記代表者長崎県知事金子原二郎様

起業者

（河川管理者）

◆

長崎県佐世保市八幡町１番１０号

佐世保市

上記代表者佐世保市長朝長則男様

起業者

（水道事業者）

上記代理人長崎県長崎市江戸町２番１３号

長崎県知事金子原二郎様

ごＯＩｐ８ｐ』０１ＪＤＢ○ＢＩＱＤ０■■ｑＵＣｄｌＢ■０ＦＡ｜ひ

農業用道路管理者川棚町

上記代表者川棚町長竹村 壌藻
駐ijiYij1

士地収用法第１８条第２項第４号の規定に基づく意見について（回答）

平成２１年１０月１４日付け２１河第３１４号で照会のあったこのことについて、

下記のとおり回答します。

記

当該土地の起業地編入については支障ありません。

/ｿ



２１何第３１４号

平成２１年１０月１４日

消防用施設管理者川棚町

上記代表者川棚町長竹村一義様

や

起業者

(iillll髄者）

長崎県長崎市江戸町２番１３号

長崎県

上記代表者長崎県知事金子原二郎

『
へ
■
、
、
』
ご
円
吋
■
卵

長崎県佐世保市八幡町１番１０号

佐;世保市

上記代表者佐世保市長朝長則男

起業者

(）i<ii＊業者）

上記代理人長崎県長崎:市江戸町２番Ⅲ１３号

長崎県ｌｉｌＪ事金子原二郎
&勝一

ロ、

士地収用法第18条第２項第４号の規定に基づく意見について（照会）

長崎県及び佐世保市が施行する二級初'ｌ川棚川水系石木ダム建設工事並びにこ

れに伴う県道、町道及び農業用道路付替工事のために必要な士地について、土地

収用法第16条の規定により事業の認定を申請するに当たり、起業地内に存する貴

職管理に係る別記調書記載の土地を起業地に編入することについて、同法第18条

第２項第４号の規定に基づく意見を承りたく照会します。

/院



記

心

図面

表示

番号

県、郡、市、区、町村、

大字及び字の名称

現に供している

事業（施設）

の種類

供している

士地の

面積等

備考

９

長崎県東彼杵郡ﾉｌｌ棚町岩

屋郷字矢杖地内 ヤ 消防用施設

(消防防災無線ｼｽﾃﾑ）

１ 箇所

2１

長崎県東彼杵郡)I|棚町岩

屋郷字大平地内 消防用施設

(消防防災無線ｼｽﾃﾑ）

１ 箇所

5０

長|埼県東彼杵郡川棚町岩

屋郷字瀬戸ノ尾尻地内 消防詰所 2９ ㎡



鞠

２１川総防第３９８号

平成２１年１０月２７日

起業者

(河川管理者）

長崎県長崎市江戸町２番１３号

長崎県

上記代表者長崎県知事金子原二郎 様

長崎県佐世保市八幡町１番１０号

佐世保市

上記代表者佐世保市長朝長則男様

起業者

(水道事業者）

上記代理人 長崎県長崎市江戸町２番１３号

長崎県知事金子原二郎様

鰯Ｉ消防用施設管理者川棚

上記代表者川棚町長竹村一

土地収用法第１８条第２項第４号の規定に基づく意見について（回答）

平成２１年１０月１４日付け２１河第３１４号で照会のあったこのことにつ

いて、下記のとおり回答いたします。

記

【意見】当該土地の起業地編入については支障ありません。

ﾉﾑ



２１河第３１４号

平成２１年１０月１４日

水道事業管理者川棚町

上記代表者川棚町長竹村一義様

‐

起業者

(iillllゼjlき）

長崎県長崎市江戸町２番１３号

長崎県ご

上記代表者長崎県知事金子原二郎
ｶﾞ
ﾒ

ｾﾞ
ｐ＿、

長崎県佐世保市八幡町１番１０号

佐世保市

上記代表者佐世保市長朝長則男

起業者

(ホ鱗蕊）

上記代理人長崎県長崎－市江戸;町２番１３号
古■ﾄ

長崎県知事金子原二郎

４"ｒ

土地収用法第18条第２項第４号の規定に基づく意見について（照会）

長崎県及び佐世保市が施行する二級河ﾉ11川棚川水系石木ダム建設工事並びにこ

れに伴う県道、町道及び農業用道路付替工事のために必要な土地について、士地

収用法第16条の規定により事業の認定を申請するに当たり、起業地内に存する貴

職管理に係る別記調書記載の土地を起業地に編入することについて、同法第18条

第２項第４号の規定に基づく意見を承りたく照会します６

ﾉﾌﾞ



記

/８

面
示
号

図
表
番

県、郡、市、区、町村、

大字及び字の名称

現に供している

事業（施設）

の種類

供している

士地の

面積等

備考

６

長崎県東彼杵郡）１１棚町岩

屋郷宇野稲原及び字)||原

地内

配水管

（口径３００ｍｍ）

(ﾉ１１原取水地含む）

314 lｎ



】》『‐，‐，，ⅥＰ・

偲
癖
鞭
／

》いく一瞬・ゾー
》私〉騨豐、

１１』』〉Ｙ１０。

２１川水第１７７号

平成２１年１０月２０日

長崎県長崎市江戸町２番１３号

長崎県

上記代表者長崎県知事金子原二郎様

起業者

(iml1Il管賭）

長崎県佐世保市八幡町１番１０号

佐世保市

上記代表者佐世保市長朝長則男様

起業者

()|(鴎瀦）

長崎県長崎市江戸町２番１３号
ｅ

長崎県知事金子原二郎様

上記代理人

水道事業管理者川棚町

上記代表者川棚町長竹 村■紅鞠
土地収用法第１８条第２項第４号の規定に基づく意見について（回答）

平成２１年１０月１４日付け２１河第３１４号で照会のあったこのことについて、

下記のとおり回答いたします。

記

【意見】当該土地の起業地編入については支障ありません。

/'



２エ河第３１４号
.Pp

平成２１年１０月１４日

西日本電信電話株式会社

長崎支店長黒木幸一様

や

起業者

(剛'1ゼ鱸）

長崎県長崎市i工戸町２番１３号

長崎県

上記代表者長崎県知事，金子原＝郎

長崎県佐世保市八幡町１番１０号

蕾佐世保市

上記代表者佐世保市長朝長則男

起業者

(ホ鶴欝肴）
■p0.

上記代理人長崎県長崎市江戸町２番１３号

長崎県知事金子原二郎
P

ti

土地収用法第18条第２項第４号の規定に基づく意見について（照会）

長崎県及び佐世保市が施行する二級河ﾉilﾉ||棚川水系石木ダム建設エ事並びにこ

れに伴う県道為町道及び農業用遣'路付替工事のために必要な±地について、土地

収用法第16条の規定により事業の認定を申請するに当たりへ起業地内に存する貴

職管理に係る別記調書記載の土地を起業地に編入することについて、同法第18条

第２項第４号の規定に基づく意見を承りたく照会します。

多○



記

｣／

面
示
号

図
表
番

県、郡、市、区、町村、

大字及び字の名称

現に供している

事業（施設）

の種類

供している

土地の

面積等

備考

２

長崎県東彼杵郡)||棚町岩

屋郷字ﾉ11原地内 や 電話線 1６ ｎユ

４

長崎県東彼杵郡)||棚町岩

屋郷字)||原、字)'１原平、

字瀬戸ノ尾尻、字狩集及

び字二反田並びに木場郷

字タリカド、字笹ノ本、

字鳶ノ巣及び字迎畠地内

電話線

（電柱２７本）

1,619 I、

1１

長崎県東彼杵郡)||棚町岩

屋郷字瀬戸ノ尾尻地内 電話 線 5０ 1，

1６

長崎県東彼杵郡)||棚町岩

屋郷字岩屋ノ前地内 電話線 8７ I、

1８

長崎県東彼杵郡ﾉ||棚町岩

屋郷字勘藏平及び字大平

地内

電話線 5２ r、

2３

長崎県東彼杵郡)||棚町岩

屋郷字矢杖、字岩屋ノ前、

字岩ノ上、字勘藏平、字

大平、字権現平、字大迫、

字百堂、字坊ノ前及び字

瀬戸ノ尾尻地内

電話線

（電柱３本）

842 I、

2７

長崎県東彼杵郡ﾉll棚町岩

屋郷字角合平及び字狩集

地内

電話線 4９ rｎ

2８

長崎県東彼杵郡ﾉ11棚町岩

屋郷字二反田及び字上辻

地内

電話線 136 、1



記

ノユ

面
示
号

図
表
番

県、郡、市、区、町村、

大字及び字の名称

現に供している

事業（施設）

の種類

供している

土地の

面積等

備考

3４

長崎県東彼杵郡ﾉll棚町岩

屋郷字二反田、字上辻及

び字平六洲並びに木場郷

字タリカド地内

電話線

（電柱３本）
253 ｎｌ

3８

長崎県東彼杵郡)||棚町岩

屋郷字中ノノI|内地内 電話線 ７ ｎｌ

4２

長崎県東彼杵郡)Ｉ|棚町木

場郷字迎畠地内 電話線

（電柱２本）

5９ I、

4６

長崎県東彼杵郡)||棚町木

場郷字笹ノ本、字鳶ノ巣

及び字迎畠地内

電話線 4３ I、

弓

4７

長崎県東彼杵郡)I|棚町木

場郷字迎畠地内 電話線 2４ ｎユ

4８ 同上 電話線 ９ 1，

4９

長崎県東彼杵郡)||棚町木

場郷字下木場地内 電話線 1３ ｎｌ



西長支設第３６５号
平成２１年１０月２１日

長崎県長崎市江戸町2番１３号

長崎県

上記代表者長崎県知事金子原二郎様

長崎県佐世保市八幡町]番1ｏ号

佐世保市

上記代表者佐世保市長朝長則男様

起業者

(河川管理者）

起業者

(水道事業者）

長崎県長崎市江戸町2番１３号

上記代表者長崎県知事金子原二郎様

上記代理人

襄轆電静鯵

土地収用法第１８条第２項第４号の規定に基づく意見について(回答）

平成２１年１０月１４日付け2]河第３１４号で照会のあったこのことについて､下記のとお

り回答いたします。

記

【意見】当該土地の起業地編入については支障ありません。

▲､ソ



２１河第３１４号

平成２１年１０月１４日

九州電力株式会社

大村営業所長山崎寿文様

や

起業者

(ｉｉｉ||管鯖）

長崎県長崎市江戸町２番１３号

騒議ルー

上…県知事…-郎溌□
長崎県佐世保市八幡町１番Ⅲ号

佐世保市

上記代表者佐世保市長朝長則男

起業者

(ホ懲議）

上記代理人長崎県長崎市江戸町２番:１３号

長崎県,知事金子原二郎

土地収用法第18条第２項第４号の規定に基づく意見について（照会〉

長崎県及び佐世保市が施行する二級河川ﾉ１１棚ﾉ||水系石木ダム建設工事並びにこ

れに伴う県道１町道及び農業用道路付替工事のために必要錘土地について、士地

収用法第16条の規定により事業の認定を申請するに当たり、起業地内に存する貴

職管理に係る別記調書記載の土地を起業地に編入することについて、同法第18条６

第２項第４号の規定に基づく意見を承りたく照会します．.。

易子



記

●

●

ﾉ企

面
示
号

図
表
番

県、郡、市、区、町村、

大字及び字の名称

現に供している

事業（施設）

の種類

供している

士地の

面積等

備考

５

長崎県東彼杵郡ﾉIl棚町岩

屋郷字ﾉ'1原、字ﾉll原平､、

字狩集及び字二反田並び

に木場郷字タリカド、字

笹ノ本及び字鳶ノ巣地内

配電線

（電柱２９本）

1，５８９ ｎｌ

1０

長崎県東彼杵郡ﾉ１１棚町岩

屋郷字瀬戸ノ尾尻地内 配電線

（電柱１本）

5１ ｎｌ

1４

長崎県東彼杵郡ﾉ１１棚町岩

屋郷字浦ノ谷及び字岩屋

ノ前地内

配電線 2２ rｎ

1５

長崎県東彼杵郡川棚町岩

屋郷字岩屋ノ前地内 配電線

（電柱２本）

8５ ｎ〕Ｌ

1９

長崎県東彼杵郡)||棚町岩

屋郷字勘藏平及び字大平

地内

配電線

（電柱１本）

6４ ｎｌ

2４

長崎県東彼杵郡)||棚町岩

屋郷字)||原、字ﾉＩｌ原平、

字矢杖、字岩屋ノ前、字

岩ノ上、字勘藏平、字大

平、字権現平、字大迫、

字百堂、字坊ノ前及び字

瀬戸ノ尾尻地内

配電線

（電柱１５本）

858 ｎ1

2５

長崎県東彼杵郡ﾉＩ|棚町岩

屋郷字瀬戸ノ尾尻、字角

合平及び字狩集地内

配電線

（電柱２本）

1１７ ｎユ



記

功

図面

表示

番号

県、郡、市、区、町村、

大字及び字の名称

現に供している

事業（施設）

の種類

供している

士地の

面積等

備考

2９

長崎県東彼杵郡ﾉ||棚町岩

屋郷字二反田及び字上辻

地内

配電線

（電柱３本）

133 、ユ

3５

長崎県東彼杵郡ﾉll棚町岩

屋郷字上辻及び字平六洲

並びに木場郷字タリカド

地内

配電線

（電柱３本）
252 r、

3７

長崎県東彼杵郡）||棚町岩

屋郷字中ノノ||内地内 配電線 ７ ｎユ

4０

長崎県東彼杵郡)||棚町木

場郷字迎畠地内 配電線

（電柱１本）

4７ I、

４１ 同上 配電線 1９ 、ユ

4３

長崎県東彼杵郡川棚町木

場郷字下木場地内 配電線 ８ rｎ

4４ 同上 配・電線 1３ ｴ、



第ｚ５４号

平成Z１年'○月Ｚ|日

起業者

(liWlI管理者）

長崎県長崎市江戸町２番１３号

長崎県

上記代表者長崎県知事金子原二郎様

長崎県佐世保市八幡町１番１０号

佐世保市

上記代表者佐世保市長朝長則男様

起業者

(水道事業者）

長崎県長崎市江戸町２番１３号

長崎県知事金子原二郎様

上記代理人

寿'鱒
九州電力株式会社

大村営業所長山崎

土地収用法第１８条第２項第４号の規定に基づく意見について（回答）

平成z１年'0月|牛日付け２口第314号で照会のあったこのことについて、下記の

とおり回答いたします。

記

【意見】当該土地の起業地編入については支障ありません。

但し、当該配電線路は、移設（用地確保を含む）が必要となりますの

で特段のご配慮、ご協力を賜りますよう、お願い致します。

以上

ワ



添付書類第４号

■

法令の規定による制限のある±地に関する

行政機関の意見書

照会文（写）

回答文（写）

通
通

２
２

■

●

部



２１河第３１４号

平成２１年１０月１４日

長崎県知事金子原二郎様

起業者
■■■

(|:１N管瀦）

長崎県長崎市江戸町２番１３号

灘菱口了長崎県

上記代表者長崎県知事金子原二郎菱溌■
長崎県佐世保市八幡町１番１０号

佐世保市

上記代表者佐世保市長朝長則男

起業者

(オ鱒:難）

上記代理人長崎県長崎市江戸町２番ii3号

長崎県知事金子原二郎

士地収用法第18条第２項第５号の規定に基づく意見について（照会）
●

勺

長崎県及び佐世保市が施行する二級河ﾉ'|ﾉI|棚川水系石木ダム建設工事並びにこ

れに伴う県道〈町道及び農業用道路付替工事のために必要な土地について、土地

収用法第'6条の規定により事業の認定を申請するに当たり、起業地内に存する貴

職管理に係る別記調書記載の土地を起業地に編入することについて、同法第１８条

第２項第５号の規定に基づく意見を承りたく照会します。

平



記

３Ｄ

面
示
号

図
表
番

県、郡、市、区、町村、

大字及び字の名称

現に供している

事業（施設）

の種類

禾|｣用制限

法令名

供している

士地の

面積等

備考

￣

フ

長崎県東彼杵郡ﾉ'１棚町木

場郷字笹ノ本地内 保安林

■

森林法 9,680
２

I、

』
え

同上 保安林 森林法 1６ ㎡

お 同上 保安林 森林法 1３１ ㎡

力。

長崎県東彼杵郡)||棚町木

場郷字タリカド地内 保安林 森林法 9,314
２

I、

き

長崎県東彼杵郡ﾉｌｌ棚町木

場郷字笹ノ本地内 保安林 森林法 380 ㎡

く

長崎県東彼杵郡)11棚町木

場郷字鳶ノ巣地内 保安林 森林法 1,374
２

、



ﾉﾉﾝigiこ第”ず号

平成ﾕ/年/ｸ月－２．日

長崎県長崎市江戸町２番１３号

長崎県

上記代表者長崎県知事金子原二郎様

起業者

(illIl管嚇）

長崎県佐世保市八幡町１番１０号

佐世保市

上記代表者佐世保市長朝長則男様

起業者

(ホii事瀦）

上記代理人長崎県長崎市江戸町２番１３号

長崎県知事金子原二郎様

長崎県知事金子原二目

土地収用法第18条第２項第５号の規定に基づく意見について(回答）
●

〃

平成』z/年ﾉ‘月/ﾀLEl付け2/沼第３/今号で照会のあったこのことについて、下記の

とおり回答いたします。

記

【意見】当該土地の起業地編入については支障ありません。

〃



２１河第３１４号

平成２１年１０月１４日

普通河ﾉ||管理者川棚町
ウ゛

上記代表者ノ||棚町長竹村一義様

勺

起業者

(iiIjIl髄渚）

長崎県長崎市江戸町２番１３号

長崎県

上記代表者長崎県知事金子原二郎

一コ､汀ご面戸部浄･Ｊ４ｂＦ抄．｡＃･弓

●

長崎県佐世保市八幡町１番１０号

佐世保市

上記代表者佐世保市長朝長則男

起’業者

(ホ繊雛）

上記代理人長崎県長崎市江戸町２番１３号

長崎県ツビロ事金子原二郎

土地収用法第18条第２項第５号の規定に基づく意見について（照会）

長崎県及び佐世保市が施行する二級河川|棚ﾉ11水系石木ダム建設工事並びにこ

れに伴う県道、町道及び農業用道路付替工事のために必要な土地について、土地

収用法第16条の規定により事業の認定を申請するに当たり、起業地内}蔦存する貴

職管理に係る別記調響記載の土地を起業地に編入することについて、同法第18条

第２項第５号の規定に基づく意見を承りたく照会します６

３」



記

●

が

面
示
号

図
表
番

県、郡、市、区、町村、

大字及び字の名称

現に供している

事業（施設）

の種類

利用制限

法令名

供している

土地の

面積等

備考

あ

長崎県東彼杵郡)||棚町岩

屋郷字矢杖、字岩屋ノ前、

字大平、字大迫、字百堂

及び字坊ノ前地内

普通河ノ|｜

（岩屋ノ１１）
や

｣|｜棚町

法定外

公共物

管理条例

8,555 ㎡

し、

長崎県東彼杵郡川棚町岩

屋郷字上辻、字勘太平、

字ﾀﾉﾚ谷及び字中ノ川内

地内

普通河」|｜

(中ノ川内ﾉ11）

)１１棚町

法定外

公共物

管理条例

３，７３４ ㎡



〈電彗ii欝／

ツI健第が遼号

平成yｉｆシ･月危日

長崎県長崎市江戸町２番１３号

長崎県

上記代表者長崎県知事金子原二郎様

起業者

(iWlllゼ111着）

長崎県佐世保市八幡町１番１０号

佐世保市

上記代表者佐世保市長朝長則男様

起業者

(ホ遭自鮒）

長崎県長崎市江戸町２番１３号

長崎県知事金子原二郎様

上記代理人

普通河川管理者川棚町

上記代表者川棚町…-露
士地収用法第18条第２項第５号の規定に基づく意見について(回答）

平成y年'･月/ソ日付けy河第ごﾉﾃﾞ号で照会のあったこのことについて､下記の
｡

とおり回答いたします。

記

【意見】当該土地の起業地編入については支障ありません。

ﾀテ



添付書類第５号

ヤ

qＪ

関連事業を施行する必要を生じたことを証する書面

協議文（写）

回答文（写）

通
通

３

■

３

色

3６



２１河第３１４号

平成２１年１０月１４日

道路管理者長崎県

上記代表者長崎県知事金子原二郎様

起業者

(ガＭ繩者）

長崎県;長崎市江戸町２番１３号

長崎県

上記代表者長崎県知事金子原二郎

長崎県佐世保市八幡町１番１０号

佐世保市

上記代表者佐世保市長朝長則男

起業者

（紘轄者）

上記代理人長崎県長崎市江戸町２番１３号

長崎県知事金子原二郎

土地収用法第18条第２項第３号の規定に基づく意見について（鶴議）

長崎県及び佐世保市が施行する二級河川'1棚j1l水系石木ダム建設工事並びにこ

れに伴う県道、町道及び農業用道路付替工事のために必要な土地について､士地

収用法第16条の規定に基づく事業の認定を申請するに当たり、起業地内に存する

貴職管理に係る別記調書記載の施設の付替を、同法第18条第２項第３号の関連事

業として施行する必要を生じたことを証するため御意見を承りたく照会します。

」‘



記

〃

図面

表示

番号

所在地

施設の種類

及び名称

現況

延長 幅員
構造

形式

計画

延長 幅員
構造

形式

イ

長崎県東彼杵郡ﾉｌｌ棚

町石木郷字鶴堂、字

浦ノ山及び字ツブキ、

岩屋郷宇野稲原、字

祓)||、字浦ノ谷、字

岩屋ノ前、字岩ノ上、

字瀬戸ノ尾、字角合

平、字下這迫、字上

這迫、字上辻、字下

辻及び字平六洲並び

に木場郷字笹ノ本、

字陰ノ迫、字迎畠及

び字下木場地内

Ｐ

県道

嬉野

川棚線

2.340ｍ ５．５１，

ｱスファルト

ｺﾝｸﾘｰﾄ

ヨ苫

２８４２ｍ 5.5ｍ

アスファルト

コンクリート

ヨ譜



ﾕ【送維第泌２号

平成Z１年/０月2Lp日

長崎県長崎市江戸町２番１３号

長崎県

上記代表者長崎県知事金子原二郎様

起業者

(plll管醗）

長崎県佐世保市八幡町１番１０号

佐世保市

上記代表者佐世保市長朝長則男様

起業者

(ホ世轤者）

上記代理人長崎県長崎市江戸町２番１３号

長崎県知事金子原二郎様

道路管理者長崎県

上記代表者長崎県知事金子原二良

巴Z忌元邪

土地収用法第18条第２項第３号の規定に基づく意見について(回答）

平成１１年'０月１４日付けｊＷ７第３ILlL号で照会のあったこのことについて、下記の

とおり回答いたします。

記

【意見】施設の付替については支障ありません。

Ｊ１『



２１河第３１４号
●

平成２１年１０月１４日

道路管理者川棚町

上記代表者川棚町長竹村一義様

や

長崎県長崎市江戸町２番１３号

長崎県

上記代表者長崎県知事金子原二郎

起業者

(剛I|寵者）

長崎県佐世保市八幡町１番１０号

佐世_保市

上記代表者佐世保市長朝長則男

起業者

（ホ道轄者）

上記代理人長崎県長崎市江戸町２番１３号

長崎県知、事金子原二郎

土地収用法第18条第２項第３号の規定に基づく意見について（協議）

長`崎県及び佐世保市が施行する二級河川ﾉI|棚)I|水系石木ダム建設工事'並びにこ

に伴う県道、ICT道及び農業用道路付替工事のために必要な土地について、土地

用法第16条の規定に基づく事業の認定を申請するに当たり、起業地内に存する

職管理に係る別記調書記載の施設の付替を、同法第18条第２項第３号の関連事

れに伴う県道、ICT道及び農業用道路付替工事のために必要な土地について、士ｉ

収用法第16条の規定に基づく事業の認定を申請するに当たり、起業地内に存す’

貴職管理に係る別記調書記載の施設の付替を、同法第18条第２項第３号の関連ユ

業として施行する必要を生じたことを証するため御意見を承りたく照会します。

〃



記

■

仲

図面

表示

番号

所在地

施設の種類

及び名称

現況

延長 幅員
構造

形式

計画

延長 幅員
構造

形式

ロ

長崎県東彼杵郡)||棚

町石木郷字ツブキ及び

字鶴堂、岩屋郷字祓jll

、 宇野稲原、字)１１原、

字ﾉ||原平、字狩集道上

及び字大山ロ並びに

木場郷字タリカド、

字笹ノ本、字鳶ノ巣、

字西ノ迫、字下木場

及び字迎畠地内

や

町道

ﾉ|｜原線

535ｍ ３．０ｍ

コンクリート

目蓋
2.249ｍ 4.0ｍ

アスファルト

ｺンクリート

ヨ藍



'電とi喪／

Ｍ'健第”7号
平成P>可/甲明'６日

～

長崎県長崎市江戸町２番１３号

長崎県

上記代表者長崎県知事金子原二郎様

起業者

(Wlllゼ鰯）

長崎県佐世保市八幡町１番１０号

佐世保市

上記代表者佐世保市長朝長則男様

起業者

(）l(ii轤者）

長崎県長崎市江戸町２番１３号
の

長崎県知事金子原二郎様

上記代理人

道路管理者川棚町

上記代表者川棚町長竹炸鬮
土地収用法第18条第２項第３号の規定に基づく意見について(回答）

●

平成今７/年`・月'粕付Ｗ河辮'ｿ号で照会のあったこのことについて、下記の
●

とおり回答いたします。

記

【意見】施設の付替については支障ありません。

中／



２Ｘ河第３１４号

平成２１年１０月１４日

農業用道路管理者川棚町

上記代表者ハ|棚町長竹村一義１叢;

や

起業者

(iWjIゼ鮪）

長崎県長崎市江戸町２番１３号

長崎県

上記代表者長崎県知事金子原二

長崎県佐世保市八幡町１番１０号

佐世保市

上記代表者佐世保市長朝長則男

起業者

(ホガi事瀦）

上記代理人長崎県長崎`市江戸町２番１３号

長崎県知事金子原二郎

土地収用法第18条第２項第３号の規定に基づく意見について（協議）

長崎県及び佐世保市が施行する二級河川ﾉ11棚川水系石木ダム建設工事並びにこ

れに伴う県道、町道及び農業用道路付替工事のために必要な土地について、土地

収用法第'6条の規定に基づく事業の認定を申請するに当たり、起業地内に存する

貴職管理に係る別記調書記載の施設の付替を、同法第18条第２項第３号の関連事

業として施行する必要を生じたことを証するため御意見を承りたく照会します､，

ﾄﾞュ



記

｜醐赫鵬‐｜
ｒ
「
１
１
１
１

色

FJj

面
示
号

図
表
番 所在地

施設の種類

及び名称

現況

延長 幅員
構造

形式

計画

延長 幅員
構造

形式

ノ、

長崎県東彼杵郡)||棚

町岩屋郷字上辻地内 農業用

道路

上辻線

410ｍ ３．５ｍ

コンクリート

ｉｉ監
１４２ｍ 3.5ｍ

コンクリート

儲藍



鴎
７
１
了
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産技第２１ノ 号４７８

平成２１年 １０月２０日

長崎県長崎市江戸町２番１３号業者起

(河川管理者） 長崎県
ヤ

長崎県知事金子原二郎様上記代表者

長崎県佐世保市八幡町１番１０号

佐世保市

上記代表者佐世保市長朝長則男様

起業者

（水道事業者）

｡

長崎県長崎市江戸町２番１３号

長崎県知事金子原二郎様

上記代理人

■

農業用道路管理者川棚町

上記代表者川棚…#filJijl
土地収用法第１８条第２項第３号の規定に基づく意見について（回答）

平成２１年１０月１４日付け２１河第３１４号で照会のあったこのことについて、

下記のとおり回答します。

記

施設の付替については支障ありません。

ﾀｲZ



添付書類第６号

、

事業の施行に関して行政機関の認可等があったことを証する書面

河川法第79条第２項による回答文（写）

水道法第10条第１項に基づく認可書（写）

河川法第23条、第24条及び第２6条第１項に基づく許可書（写）

(1)

(2)

(3)

妹



や

(1)河川法第79条第２項による回答文（写）
勺

刃

〃



l篝二iｊ

国九整地河第２６号
平成２１年３月１１日

長崎県知事殿
や

国土交通省

九州地方整備局

石木ダム建設事業全体計画変更について（回答）

平成２１年１月６日付け２

いては、支障ありません。
O河第４４８号で協議のあった標記に

ついては、
■

ﾀﾝ



や

(2)水道法第10条第１項に基づく認可書（写）

タ

タケ



'0１１
己号厚生省環第

佐越i呆千
や

水道法第１０条第１項の規定に基づき、

昭和〃年′／月／３日〃|乙第’〃号

申請の舷(矛千 水道事業における次に掲

ける変更を認可する。

幻年／月 /〃昭和 日

の

＠■

牛匹円厚生大臣

供’
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南風崎'，Ｍハ･え塚'’７鰯壱町,術一Ｗ
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Ⅱ鯵倦‘声優最入冷十号y乢幻立鏡
に従絢肛ﾋル

、

仇



や

ヲ

(3)河川法第23条、第24条及び第２6条第１項に基づく許可書（写）
●

＠

句
●

；／



柳

許可書

県北振興局長経由

長崎県指令２０河第５４３号

℃

長崎県佐世保市八幡町４番８号

佐世保市水道事業及び下水道事業

管理者吉村敬一

平成２０年１０月３日付け２０佐水源第５６号で、佐世保市水道事業及び下水道事業管理者よ

り申請のあった二級河)I|川棚ﾉ11水系)|I棚川における水利使用に関する河川法第２３条、第２４条

及び第２６条第１項の許可については、別添のとおり水利使用規則を附して許可する。

なお、この処分について不服があるときは、この通知を受けた日の翌日から起算して６０日以

内に国土交通大臣に対して、行政不服審査法の規定による審査請求をすることができる。

平成２１年３月１８日

河川管理者

長崎県知事金子

塵IＥ 」

白Muj、MIE原
－－

－

剛事蜑

f」



別記

水利使用規則（平成２０年３月３１日長崎県指令１９河第６３９号）の全部を次のよう

に改正する。

水利使用規則

長崎県指令２０河第５４３号

平成２１年３月１８日

や

佐世保市水道

（目的）

第１条この水利使用は、水道のためにするものとする。

●

（取水口の位置）

第２条取水口の位置は次のとおりとする。

山道堰左岸取水口長崎県東彼杵郡｣||棚町百津郷１３８０番地先（川棚ﾉ||左岸）

山道堰右岸取水口同県同郡同町中組郷１１８３番１地先（川棚)||右岸）

（最大取水量等）

第３条最大取水量は、次のとおりとするｑ

山道堰左岸取水口０．４６３㎡／ｓ（一日最大取水量４０，０００㎡）

山道堰右岸取水口０．１７３㎡／ｓ（一日最大取水量１５，０００㎡）

２石木ダム貯水池（以下「貯水池」という。）の常時満水位及び最低水位は、次のとお

りとする。

常時満水位標高６３．３０ｍ

最低水位標高４４．２０ｍ

｡

■

（取水及び流水の貯留の条件等）

第４条取水及び貯留池における流水の貯留は、次の要件に適合するものでなければなら

ないｑ

（１）貯水池における流水の貯留は、貯水池の流入量の範囲内において、山道橋利水基

準点において)Ⅱ棚)||の流量が０．１２㎡／ｓを超える場合に限り、その超える部分
の範囲内において行うこと。

（２）その他、次に掲げるものに対して支障を生じないようにすること。ただし、（ロ）
に掲げるものに対しては、既に貯水池に貯留された流水を引き続き貯留すること又

はこれを取水することについては、この限りでない。

（イ）石木ダム（以下「ダム」という。）による洪水調節及び流水の正常な機能の維持

（ロ）この水利使用に係る権原の発生前にその権原が生じた他の水利使用及び漁業

Ｓｊ



２山道堰取水口からの取水は、当該取水地点における)||棚川の流量が、０．１２

㎡／ｓを超える場合に限り、その超える部分の範囲内において行うこと。

３河川管理者は、必要があると認めるときは、この水利使用を行う者（以下「水利使用

者」という｡）に対し、前項の規定を守るため必要な水利使用者がとるべき措置を指示
することができる。

（河川工事等による支障の受認）

第５条水利使用者は、河)||工事その他河)||の管理に属する行為により通常生ずる流水の

汚濁その他の支障については、この水利使用を行う権利をもって河川管理者に対抗する
ことができない。

（エ作物及び土地の占用）

第６条工作物の位置又は土地の占用の場所及び占用面積は、次の表のとおりとする。

■

▲

（許可期限等）

第７条許可期限は、平成３０年３月３１日とする。

２許可期間の更新の許可の申請は、許可期限の６月前から許可期限の１月前までの間に

しなければならない。

jしよ

区分 工作物の位置又は土地の占用の場所 占用面積 摘要

石木ダム

(鞍部処理工

を含む｡）

石木)||左岸長崎県東彼杵郡jll棚町岩屋郷

宇野稲原１４番４地先

右岸同県同郡同町岩屋郷字)||原平

1011番１地先

15,935.00㎡

山道堰

(取水設備

を含む｡）

ﾉ||棚｣||左岸同県同郡同町百津郷1380番地先

右岸同県同郡同町中組郷1183番１地先

1,72455㎡ 右岸取水口

については

ﾉ１１棚町水道

と共同施

設｡

山道堰につ

いては)１１棚

町及び岩立

水利組合と

共同使用。

合計 17,659.55㎡



（工事）

第８条工期は、この許可の日から平成２９年３月３１日までとする。

２水利使用者は、この許可に係る工事の実施については、県北振興局長が河川管理上必

要と認めてする指示に従わなければならない。

３水利使用者は、この許可に係る工事に着手しようとするときは、あらかじめ、県北振

興局長にその旨を届け出なければならない。

４水利使用者は、工期内に、この許可に係る工事のすべてを完成し、かつ、当該工事の

すべてについて河川管理者が行う検査を受けなければならない。

５前項の検査(河)||法第３０条の規定によるものを除く。）の申請は､河)||法施行規則第１９

条又は第２0条の規定の例によりしなければならない。

６水利使用者は、第５項の検査に合格した後でなければ、当該検査に係る工作物又はそ

の部分を使用してはならない。

（管理規程）

第９条水利使用者は、すみやかに、堰の操作の方法その他堰の管理について管理規程を

定め、河川管理者の承認を受けなければならない。これを変更しようとするときも、同

様とする。

２山道堰の管理は、前項の承認を受けた管理規程に従って行わなければならない。

３河)||管理者は、堰に関する工事又は河川の状況の変化その他当該に関する特別の事情

によりこの管理規程によっては河川管理上支障を生ずると認める場合においては、この

管理規程の変更を命ずることができる。

＆

（取水の開始の届出）

第10条水利使用者は、取水（設備の点検のためにするものを除く。）を開始しようとす

るときは、あらかじめ、長崎県知事にその旨を届けでなければならない。

（取水量の測定等）

第11条水利使用者は、電磁流量計を用いて毎日の取水量を測定し、年ごとにその結果を

取りまとめて、翌年の１月３１日までにこれを河川管理者に報告しなければならない。

●

■

（ポンプ施設等の設計の変更等の承認）

第12条水利使用者は、この水利使用に係るポンプ施設その他の取水施設で河)||区域外に

あるものの取水能力を変更し、その他その設計を変更し、又はこれを改築しようとする

ときは、あらかじめ、河川管理者の承認を受けなければならない。ただし、その設計の

変更が軽微なものであるときは、この限りでない。

（申請等の経由）

第13条この水利使用規則により河川管理者及び長崎県知事に対してなすべき承認若しく

は検査の申請、届出又は報告は県北振興局を経由してしなければならない。

ダダ



（標識の掲示）

第14条水利使用者は、河)I|管理者の指示するところにより、この許可に係る水利使用の

内容、その他必要事項を記載した標識を掲示しなければならない。

（失効）

第15条この水利使用に関する河)||法の規定に基づく許可は、次に掲げるときは、その効

力を失う。

（１）この水利使用が廃止されることとなる水道法の規定による処分があったとき。

（２）許可期間の更新の許可の申請がなされた場合において、当該許可を拒否する処分が

あった後に許可期限が到来したとき、又は許可期限後に当該許可を拒否する処分があ

ったとき。

（この水利使用規則の改正）

第16条河)Ⅱ管理者は、この水利使用規則を整理する必要があると認めるときは、これを

改正することができる。 ■

（施設被害時の報告）

第17条水利使用者は、洪水又は暴風雨、地震、その他の原因によりこの許可に係る工作

物に関して異常かつ､重大な状態を発見したときは､直ちに応急の措置をするとともに、

県北振興局にその旨を報告しなければならない。

ひ

ご

“



添付書類第７号
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法第15条の14の規定に基づき講じた措置の実施状況を記載した書面
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平成21年11月９日

国士交通省

九州地方整備局長岡本 博様

潔騨郎纏Ｉ
長崎県

佐世保市

長崎県佐世保市八幡町１番１０号一………蟹－－－，

弾鮮鋸蕊

起業者

(iiIlll管瀦）

起業者

(j(ii識者）

■
』

上記代理人

◆
守
⑤

士地収用法第１５条の14の規定により講じた措置は、次のとおりである。

記

１事業の種類

二級河)||川棚)11水系石木ダム建設工事並びにこれに伴う県道、町道及び農業
用道路付替工事

ａ

２説明のための会合を開催した日時

①平成21年10月23日（金曜日）午後７時００分から午後９時15分まで

②平成21年11月６日（金曜日）午後７時００分から午後10時15分まで

ロ

３説明のための会合を開催した場所

①長崎県東彼杵郡）||棚町中組郷1506番地川棚町公会堂

②長崎県東彼杵郡川棚町下組郷385番地1号長崎県央農業協同組合川棚支店

４説明のための会合の開催の公告を行った日及び当該公告を行った新聞紙の名称

①平成21年10月15日（木曜日）の長崎新聞（朝刊）及び西日本新聞（朝刊）

②平成21年10月29日（木曜日）の長崎新聞（朝刊）及び西日本新聞（朝刊）

jLJ



５施行規則第１条の２第１項第３号の規定による通知を行った者の数

①199名

②261名

６説明のための会合に参加した者の概数

①約２００名

②約150名

７説明のための会合を打ち切った場合においては、その旨及びその根拠となる

条項

①なし

②なし

少

己

凸

画

ケア



平成21年10月１５日（木曜日）の長崎新聞（朝刊）（写）

職 土地収用法(昭和26年第２１９号)第１５条の１４の規定に基づく事業の目的
及び内密についての説明会を開他します。
○超葉者の名称及び住所
長崎県／代表者長崎県知事金千原二郎

住所長崎県長崎市江戸町2番１３号
佐世保市／代表者佐世保市長朝長則男

住所長崎県佐世保市八幡町1番１０号

○頭業の麺類
二級河ｊｌｌｊＩｌ棚111水系石本ダム建設工事並びにこれに灘う県道､阿道及
び農叢用道路付萱工事

Ｏ懸難の施行を予定する土地の所在
長崎県東彼杵郡川棚町石木郷､岩屋郷及び木鰯窓地内

Ｏ開催日時

平成21年１０月23日(金)１９時～２１時
○F;Ｉ強場所

ｊ１ｌ翻町公会堂(畏拘県東彼杵都川棚町中組郷１５０６茜地）
Ｏ間合先

長崎県石木ダム建設軍務所五冊56-82-5109

平成21年10月15日（木曜日）の西日本新聞（朝刊）（写）

’
土地収用法に基づく事前説明会の開催につい鷺
土地収用法(昭和２Ｓ年第２１ｓ号)第１已条の１４の規定に基づく事業の
芭的及び内容についての説明会を開催します。
○超業者の名称及び住所
長崎県／代表者長崎県知事金子原二郎

住所長崎県長崎市江戸mr2雷１３号
佐世保市／代表者佐世保市長朝長則男

住所長崎県佐世保市八幡町1言１０弓
○項業の種類

二級河川lIl柵lbk系石ホダム選設工軍並びにこれ'こ伴う県道､町遭うBiび
圏業用道路付替工事

ONiE案の噸苛を予定する土jIhの所覆
長調県東彼杵郡)１１棚町石木郷も岩屋鋼及び木場郷地内

Ｏ開催日時
平成21年１０月23日(金)１９時～2Y時

○開催場所
川翻町公会堂(長崎呉東彼杵郡11梱町中組郷150ｓ番地）

○間合先
塵崎県石木ダム建股軍務所ごOg5Se2-510S

■
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平成21年10月２９日（木曜日）の長崎新聞（朝刊）（写）

－－－－－-－－－－

il1lll
土地収用法(昭和26年法律第219号)第１５条の14の規定に基づく事業の
目的及び内容についての説明会を開催します。
○起業書の名称及び住所
長崎県／代表者長崎県知事金子厚二部

住所長崎県長崎市江戸町2番１３号
佐世保市／代表者佐世保市長朝畏則男

、住所長崎県佐世保市八幡町1番10号
Ｏ事業の種類

二級河川111棚川水系石木ダム建設工事並びにこ;､に伴う県道､町道及
び農業用道路付替工事

○事巣の施行を予定する土地の所在
長崎県東彼杵都川棚町石木郷､岩屋郷及びﾌk場郷地内

○開鰻日碕
平成21年１１月６日(金)19時～21時

○開催喝所

長崎県央農業協同組合川棚支店(長崎県東彼杵都１１胴町下組郷385-1〕
Ｏ間合先

長崎県石木ダム建設事務所冠0956-82-5109
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平成21年10月29日（木曜日）の西日本新聞（朝刊）（写）

llilllluil
土地収用法に基づく事前説明会の開催について
土地収用法(昭和２Ｓ年法律
目的及び内容についての説雷二!熟i；１５条の14の想定に基づく事業のまず。

○超業者の名称及び住所

長崎県/代表者長崎県知事金子原二郎
住所長崎県長崎市江戸町2番１３号

佐世偲市／代表者佐世保市長朝畏貝娚
住所召調県佐世保祠(幡町１番１０号

○事業の種類
二級河)ﾄﾘ|｣馴１Ｍ<系石木ﾀﾞﾑ建設工事並びにこれに伴う県道､町道及び
農業用道路付替亟属

○事業の樋行を予定する土地の所在
長崎県東彼杵郡川棚町石木郷､岩屋郷及び木場郷地内

○開催日時
平成２１年１１百Ｇ日（金）1ｓ時～２１時

Ｏ開催場所

長崎県央農業協同組合川棚支店隈崎票東彼杵郡111棚町下組郷385-1）
○問合先

長崎県石木ダム建設事務所冠oS5B-B2-510g
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委任．状

゛

下記事業については、土地収用法（昭和26年法律第219号）の規定に基づく起

業者として行うべき手続きの一切の権限を、同法第136条第１項の規定により、長

崎県知事金子原二郎に委任する。

●

。

記

二級河川川棚川水系石木ダム建設工事並びにこれに伴う県道、町道及び農業用道

路付替工事

平成２１年１０月１４日 夕

、

起業者（水道事業者）

長崎県佐世保市八幡町１番10号

佐世保市

上記代表者

佐世保市長朝長則
Ｚｒ電

ハ
～



：灘’

21河第３４７号

平成21年11月９日

国土交通省

九州地方整備局長 辰’二本二↑逗享フ}§美

▽

長崎県長崎市江戸町２番１３号

長崎県

上記代表者長崎県知事金子原二

起業者

(iUll管理者）
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長崎県佐世保市八幡町１番１０号

佐世保市

上記代表者佐世保市長朝長則

起業者

(ホセ韓者）

男

匹

長崎県長崎市江戸町２番１３号

長崎県知事金子原二

上記代理人

郎

ご守戸孟一缶冗ｎ－－ＵＴ￣￣￣｡二■￣妬＝

●

（

▲
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二手滞売○つｆ呂忌舟奎？ロ＞申二z二書

下記により、収用又は使用の手続を保留したいので、士地収用法第31条及び同法

第138条第１項において準用する同法第31条の規定により申し立てます。

ろ午



記

１起業者の名称長崎県

佐世保市

２事業の種類二級河ﾉⅡ)||棚)'1水系石木ダム建設工事並びにこれに伴う県道、

町道及び農業用道路付替工事

３収用又は使用の手続を保留する起業地

Ｃ
ｏ

Ｐ
〃

１）士地

ながさきひがしそのぎ力､わたないしきごうつるどうつぶきいわやごう

長崎県東彼杵郡｣||棚町石木郷字鶴堂の一部及び字ツブキの一部、岩屋郷

のいらばら こうぱるこうほろびらはらいがわいわやのまえぃわのうえ

宇野稲原の一部、字)||原、字）I|原平、字祓ノllの一部、字岩屋ノ前、字岩ノ上､ｉ

かんぞうびらおおひらごんげんぴらおおさこひや<どうぽうのまえせとのおじD

字勘藏平、字大平、字権現平、字大迫、字百堂、字坊ノ前、字瀬戸ノ尾尻

せとのおすみあびらからつまいみちうえからつまいしもはいさこかみはいさこ

の一部、字瀬戸ノ尾、字角合平、字狩集道上、字狩集、字下這迫、字上這迫、

にたんだおおや主ぐちかみつじしもつじへいる<ぶちかんたびらたるたに

字二反田、字大山ロ、字上辻、字下辻、字平六洲、字勘太平、字ﾀﾉﾚ谷及び

なかのこうち こぱごうたりカハどささのもとかげのさことびのすにしのさこ

字中ノノ||内並び}こ木場郷字タリカド､字笹ノ本､字陰ノ迫､字鳶ノ巣､字西ノ迫、

むかいぱたけしもこぱ

字迎畠及び字下木場地内

少
の

２）漁業権

二級河)||川棚ﾉ||水系石木)|’

な歩さきひがしそのざかわたなこぱごうむかいぱたけ

上流匡襲鰯鯏||;:鶏聲蔓壜〕
ながさきひがしそのぎ力2わたないわやごうのいらばら

下流〔鱒鰯襲||;:蕊灘〕

から

に至る間
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